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学
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同
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会
会

　
ࣰ

　
ܡ
子

̣
̝
̠
υ
ラ
マ
��「
お
母
さ
ん
່
を
や
め
て
い
い

で
す
か
」の
中
で
、ੀ
ࢁ
ঁ
学
Ԃ
中
学
校
、高

学
校

の
校
ࣷ
が
使
わ
れ
て
い
た
ࢲ。
に
は
こ
の
中
高
の

キ
ャ
ン
パ
ス

備
ܭ
ը
に
は
さ
ま
͟
ま
な
思
い
出
が

あ
る
。
初
の
ݪ
Ҋ
で
は

側
道
࿏
い
っ
ͺ
い
に
校

ࣷ
を
今
よ
り
教
ࣨ
数
の
多
い
ݐ
物
を
つ
く
る
ܭ
ը
が

出
さ
れ
て
い
た
ࢲ。
は
こ
れ
を
ଔ
業
生
に
も
思
い
出

の
多
い
、正

と
Τ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
ロ
ー
タ
Ϧ
ー
を


し
て
、
初
の
ܭ
ը
か
ら
��
教
ࣨ
を
少
な
く
す
る

こ
と
に
ม
ߋ
し
て
平
成
े
ീ
年
、現
ࡏ
の
校
ࣷ
の
ݐ

設
を
完
ྃ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

同
૭
会
と
か
同
૭
生
の
同
૭
と
は
同
じ
校
ࣷ
で
学

ん
だ
、あ
る
い
は
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
生
生
׆
を

送
っ
た

間
を
指
す
ݐ。
物
は

ٺ
化
や

震
化
の

た
め
、վ
ங
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、キ
ャ
ン
パ
ス
の

ง
ғ
気
だ
け
は
で
き
る
だ
け

し
て
お
き
た
い
と

ئ
っ
て
校
ࣷ
の
վ
ங
ܭ
ը
を
ཱ
て
て
き
た
。

大
学
に
つ
い
て
は
平
成
े
ࣣ
年
生
׆
科
学
部
౩
を

新
ங
し
、平
成
े

年
に
چ
生
׆
科
学
部
౩
を
大
վ

修
し
て
教
育
学
部
౩
に
し
、平
成
े

年
に
は
ࠃ
ࡍ

ί
ϛ
ュ
ニ
έ
ー
シ
ἀ
ン
学
部
と
文
化
情
報
学
部
౩
を

վ
修
し
、平
成
ೋ
े
ೋ
年
に

ޢ
学
部
౩
を
新
設
し
、

こ
の
�
年
間
に
人
間
関
係
学
部
の
校
ࣷ
の
֎

内


を
վ
め
、現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
ト
イ
Ϩ
、学
生

߇
ࣨ
な
ど
の
վ
修
を
行
っ
た
。ま
た
平
成
ೋ
े
ޒ
年

小
学
校
が
、平
成
ೋ
े

年
༮
ஓ
Ԃ
が
そ
れ
ぞ
れ
શ

面
վ
ங
を
ऴ
え
た
。��

以
上
校
ࣷ
に
వ
わ
る

。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
は
同
窓
会
の
運
営

に
、ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
私
は
今
年
度
末
で
二
期
六
年
間
の
任
期
満
了

を
迎
え
ま
す
。こ
れ
ま
で
微
力
な
私
に
ご
指
導
と
ご

協
力
等
多
方
面
か
ら
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。感

謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。ま
だ
ま
だ
検
討
事
項

も
残
って
い
ま
す
。最
後
ま
で
力
を
尽
く
し
頑
張
って

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の「
希
望（
の
ぞ
み
）」は
前
号
か
ら
年
会
費
を
納

入
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
お
送
り
し
、年
会
費
未
納
の

方
に
は
、年
会
費
振
込
用
紙
と
同
窓
会
行
事
予
定

表
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
と
し
て
新
た

に
納
め
て
頂
い
た
方
が
予
想
を
越
え
た
数
に
な
り
ま

し
た
。が
、今
ま
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
納
め
て
頂
い
て
い

る
方
々
の
納
入
の
伸
び
が
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、全
体
と
し
て
納
入
者
数
は
、ほ
と
ん
ど
変

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え「
年

会
費
」を
意
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
か
引
き
続
き
検
討
を
続
け
て
い
き
ま

す
。皆
様
の
お
知
恵
も
お
借
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
園
同
窓
会
主
催
の
第
六
回
講
演
会
を
椙
山
女

学
園
大
学
生
活
科
学
部
大
口
健
司
准
教
授
を
お

迎
え
し
十
一
月
十
一
日（
土
）に
実
施
し
ま
す
。詳
細

は
年
間
行
事
予
定
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。身
近

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
同
窓
生
は
勿
論
の
こ
と
同
窓
生
以
外

の
皆
様
に
も
、ど
う
ぞ
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
せ
。

学
Ԃ

　
ੀ
ࢁ
　
正
߂

部ࢧॏࡾ
竹上 育子

౦日本ࢧ部
手島 公子

部ࢧෞذ
杉岡 真弓

関西ࢧ部
三好 良枝

Ѫࢧ部
伊佐次 雅子

大学同૭会会
冨田 寛子

後列

前列 学園同૭会෭会
伊東 初美

学園同૭会会
篠﨑 桂子

高等学校中学校同૭会会
横井 悦子

学園同૭会෭会
佐々 雅代

ཧࣄ・大学
森棟 公夫

খ学校校
森 和久

同
窓
会
の
こ
れ
か
ら

同
窓
の
学
び
舎

ֶԂのいま ಉ૭ձのいま

学園
椙山 正弘

中学校・高等学校校
早川 操

খ学校同૭会会
池田 寿子

���2
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一

࢛

年
、શ
ࠃ
で
も
初
め
て「
Ո

学
部

の
単
科
大
学
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
。生
׆
様
ࣜ
の

多
様
化
ࠃ、
ࡍ
化
へ
の
急
速
な
進
ల
な
ど
社
会

の
ม
化
や
学
生
の
ニ
ー
ζ
に
応
え
て
大
学
վ
ֵ

が
行
わ
れ
、現
ࡏ
は
、日
本
の
ঁ
子
大
学
で
最

多
の
ࣣ
学
部
、大
学
Ӄ
修
࢜
՝
ఔ
࢛
ݚ
ڀ
科
、

ത
࢜
՝
ఔ
一
ݚ
ڀ
科
を
༗
す
る
૯
合
大
学
へ
と

拡
大
・
発
ల
し
た
。ਓ
ؒ
ؔ

ֶ
෦（
人
間
関

係
学
科
と
心
ཧ
学
科
）一

ീ
ࣣ
年
開
学
。キ
ャ

ン
パ
ス
は
、発
ల
ஶ
し
い
学
Ԃ

ࢢ
の
日
進
ࢢ
。

学
ࡍ
性
を
特

と
し
、人
と
人
と
の
関
係
や
心

の
問
題
を
学
ぶ
Ϣ
ニ
ー
ク
な
日
本
初
の
学
部
と

し
て
શ
ࠃ
的
に
注
目
を
集
め
た
。

ೋ
ʓ
ʓ
ʓ
年
、情
報
が
൙
ཞ
す
る
現
代
社

会
に
あ
っ
て
情
報
を
ಡ
み
取
り
׆、
用
す
る
能

力
を
ཆ
う
จ
Խ
情
報
ֶ
෦（
文
化
情
報
学

科
、メ
デ
イ
ア
情
報
学
科
）が

ظ
大
学
部
に

代
わ
り

生
。ੜ
׆
Պ
ֶ
෦（

ཧ
ӫ
ཆ
学

科
と
生
׆
環
境
デ
β
イ
ン
学
科
）は
生
׆
を
よ

り
広
く
ਂ
く
୳
ٻ
し
ࠃ、
ࡍ
化
や
情
報
化
も

ࢹ

に
入
れ
た
人
ࡐ
育
成
を
行
う
方

で
、一



一
年
Ո

学
部
か
ら
໊
শ
ม
ߋ
。文
学
部

も
ࡾ
े
प
年
を
ܴ
え
た
ࠒ
、文
学
部
を
取
り

ר
く
社
会
状
況
の
ܹ
し
い
ม
化
に
よ
り
、ೋ
ʓ

ʓ
ࡾ
年
֎
ࠃ
ޠ
と
ҟ
文
化
を
ཧ
解
し
、日
本

の
文
化
を
世
界
に
向
け
て
発
信
で
き
る
ࠃ
ࡍ

ί
ϛ
ỿ
χ
έ
ー
γ
ἀ
ϯ
ֶ
෦（
ද
現
文
化
学
科

2005年講ಊのにݐてられた৽校ࣷは上
6֊、下2֊で、下֊に講義ࣨ、上֊に実
や研究ࣨがඋされ、カϑΣςϦΞがある。ࣨݧ
໘はΨϥεுりで໌るく、 と々した࿓下やトΠϨも
。ڥ৽の設උでշదな࠷

旧家政学部の卒ۀ生
が「心ଁഁりのࡔ」とশ
していたٸなࡔに設ஔさ
れた。

͑
ỽ
ʁ
େ
学
ͷ
ਓ
ؔ
ỏ文

ỏࠃ
ί
ϛ
ỏݱ
Ϛ
ω
ỳ
ͯ
Կ

�

χ
ン
�Χ
ン
�

ϒ
ン
�δ
ἀ


�
ί
Ϋ
�

ή
ン

ಉ૭ੜɾֶࡏੜͷࠓ

椙
山
女
学
園

େ
学

教育学部౩ଆに、実शࣨや実ࣨݧなͲ実
ફతに学べるࢪ設をඋえた6֊ݐての৽校
ࣷがݐてられた。

教ࣨ、研究ࣨ等のվमがあり、ΤϨϕーλーが૿設
された。

旧期大学部౩を大վम。

ւ֎にも日本のྺ࢙にもڵຯがあり、྆ 方
学べることがັྗでද現文化学科ೖ学。
、や中期ཹ学ϓϩάϥϜۀӳ語の授ޫ؍
ւ֎ϘϥンςΟΞを௨して、ҟ文化のཧ
ղをਂめた。多様な文化や人に৮れなが
ら学んだ経ݧをࣄに生かしたい。

ジΣΠΞーϧ౦ւπΞーζ（ג）
井 美緒さん

ֶੜ࣌ͷମݧΛྐʹɺ
νϟϨϯδਫ਼ਆΛΕͣʹ
ಇ͖ͨ ͍ɻΞジΞを中心としたւ֎にڵຯがあり、؍

ޫについても学べる文化情報学科。؍
社ެޫ؍では、実際にؖ国ۀの授ܥޫ
のاըにઓし、࠷༏लをड
ষ。θミでは、ࣗ વڥอ護・֎དྷछ問
をௐ しࠪ学֎で発ද、ୡ成感をಘられ、ま
た、ؖ 国のཹ学では、ؖ 国の人々や文
化のཧղをਂめられた。これら多くの経
ؖ、を生かし、কདྷはݧ 国と日本を結ぶՍ
。をしたいと思っているࣄとなるڮ͚

কདྷɺؖ ͱ日ຊΛ݁Ϳࠃ
Ս͚ڮͱͳΔࣄΛɻ

旧生活科学部౩をվम。ΤϨϕーλが設ஔさ
れた。また、実際のอ育ॴや学校に近いڥ
で学べるように、ϐΞϊϨοεンࣨなͲ学म
。も充実しているڥ

ٰ͕Ωϟϯύε����年ʙ����年ʹඋ͞ Εɺ͔ ͭͯͷࣳੜͷάϥϯυશ໘λΠϧுΓͷඒ͠ ͍Ωϟϯύε
Ϡʔυʢ̍ ̔̕ 年̒ͷ໊ݹࢢ؍ܠࢢΛडʣͱͳΓɺΩϟϯύεͷೆΛ݁Ϳɹਓ間ڮʹଓ͘ ຊ̎ͷڮɺ
ʮɹرڮʯ̏ ͷɹମҭؗͱҰମԽͯ͠ݐ֊ ͨɹେֶձ͕ؗ Δ͋ɻ

ൃలஶ͠ ֶ͍ԂࢢΤϦΞͷਐࢢʹ Γ͋ɺ
ଟతάϥϯυΰϧϑ࿅शɺςχείʔτɺମҭؗͳͲͷεϙʔπࢪઃ͕ॆ࣮͠ ͯ Δ͍ɻ

（教育学部  2010年卒）

ηントϥϧϤシμ（ג）

（国際コミュニケーション学部  2015年卒）

と
ࠃ
ࡍ
言
ޠ
ί
ϛ
ュニ
έ
ー
シ
ἀ
ン
学
科
）と
໊

শ
を
վ
め
た
。同
年
に
は
、生
׆
科
学
部
生
׆

社
会
科
学
科
に
代
わ
り
ঁ
性
が
さ
ま
͟
ま
な

分

で
Ϧ
ー
μ
ー
と
し
て
׆
༂
す
る
た
め
に
必

要
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
育
成
す
る
ݱ

Ϛ

ω
δ
メ
ϯ
τ
ֶ
෦（
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
）

が
設
置
さ
れ
、さ
ら
に
教
һ
ཆ
成
学
部
の
設
置

解
ې
に
よ
り
ೋ
ʓ
ʓ
ࣣ
年
に
ڭ
ҭ
ֶ
෦（
子

ど
も
発
達
学
科
）が
、
ޢ
ࢣ
の
不
足
し
て
い

る
実
情
を
౿
ま
え
て
、ೋ
ʓ
一
ʓ
年

ޢ
ֶ
෦

（

ޢ
学
科
）が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
。


ظ
大
学
部
は
、時
代
の
ٻ
め
る
ঁ
子
教
育

に
応
え
ଓ
け
て
き
た
が
、ೋ
ʓ
ʓ
一
年
ด
学
。

「
ੀ
ࢁ
ঁ
学
Ԃ
大
学

ظ
大
学
部
ด
学
記

೦
ൾ
」が
文
化
情
報
学
部
౩
ݰ
関
脇
に
ݐ
ཱ

さ
れ
た
。

ࠜඌ एಸさん

খ学校教諭として、λΠ国にあるバンコΫ
日本人学校の後、椙山女学園大学附属
খ学校でも をྗしている。なかでも「日ହ
についてௐべ、発දする附属খ学校「ࣉ
の子ͲもたちλΠ国の経ݧを生かͤたこ
とにୡ成感をಘられた。今後も、ࣗ らが世
քとつながるαύーン（λΠ語で「Ս͚ڮ」
の意ຯ）として、ӳ語教育や国際交ྲྀを
子Ͳもたちと一緒に楽しΉ࢟を大切にし
ていきたいと思う。

Ͳͨࢠ ͱͪੈքΛͭͳ͙
αύʔϯͱ͠ ͯɻ

椙山女学園大学附属খ学校教諭
 ਅґさんࡾ

社会学科をよりく学びたくてબした
現代マネジメント学科。ମܕݧの授ۀが
多いのがಛ。名古屋ࡾӽϲٰళとの
࿈ܞϓϩジΣΫトで下৯ചりをௐ

しࠪ、࠷後までやりげたことでࣗ৴がつ
き、Ҏલよりもલ向きになれたこと。
今後も࿈ܞϓϩジΣΫトにੵۃతにࢀ加
し社会に出るための経ݧを高めたいと
思っている。

࣮ફతͳֶͼ͕ɺ
ࣾձʹग़Δͨ Ίͷࣗ৴ʹɻ

現代マネジメント学部3年
দ本 Ѫ世さん

星が丘
キャンパス

日進
キャンパス

ҭ学෦౩3ڭ

ίϛϡχέʔγϣϯ学෦౩7ࡍࠃ

จԽใ学෦౩6

Ϛωδϝϯτݱ
学෦౩5

ੜ׆Պ学෦౩

จԽใ学෦ϝσΟΞ౩2

ΤεΧϨʔλ

学෦౩4ޢ

ਓؒؔ学෦౩

௨学は、εΫーϧバεがศར。がٰ
Ωϟンύεと下మ「」Ӻにり
があり、20間ִで運行。

多目తϗーϧ、Ϋϥϒࣨ、ࣗ शࣨなͲのࢪ設・
設උが充実。学৯、ചళもある。

旧期大学部౩とମ育ؗとの間
にݐてられたメσΟΞ౩は、情報ॲ
ཧ ・ࣨελジΦおよびεςージと࠲
੮数300の大講義ࣨがある。

旧生活科学部生活社会科
学科౩をվम。

4

5

3

7 7

6

2

7

1

8

9

31

2

7
6

10

4

5

8

このࢪ設に「椙山人間学研究ηンλー」
（̜֊）、「ΩϟϦΞ育成ηンλー」（1֊）、
「同૭会ؗ」（2֊）がある。

大学会ؗの1֊と2֊、
⨒教育学部౩にそれͧれ
1かॴ、カϑΣςϥε෩のお
しΌれな৯ಊがある。
安くて美ຯしいバϥΤςΟ๛
かなメニューがそろっている。

ଂ書数は44ສ、ਤ書ؗ)Pでݕ
できる。৽しい学मεϖーε（ϥーࡧ
ニンάコϞンζ）がඋされ、ΞΫςΟ
ϒな学मڥの充実。高校生をআく
Ҏ上の一ൠ女性に開์されてࡀ18
いる。

椙山ਓؒަྲྀ会ؗ6

大学ਤ書ؗ4֊にあり、「ྺ࢙展ࣔࣨ」、「ਖ਼ه念
ࣨ」、「文化展ࣔࣨ」の3つの展ࣔࣨをݟることにより
椙山のྺ࢙と文化を࠶ೝࣝできる。

ແྉεΫʔϧόε7

ਐਤॻؗ2

学ੜ৯ಊʢେ学会ؗ�'ɾ2̛ ɺڭҭ学෦౩�'ʣ3 9

தԝਤॻؗ4 椙山ྺ࢙จԽؗ5

େ学会ؗਐࣨ1

念ൾのςーマ（）は、期ه
大学部同૭会ʪの会ʫのද
であり、同時に卒ۀ生と学
園とのئいʪのՍ͚ڮʫが
。められているࠐ

ظେ学部ด学ه೦ൾ

（文化情報学部  2016年卒）

ΩϟϯύεϚοϓʹݟΔʮֶͼࣷʯͷࠓ

1989年成、「学園ηンλー」の
命名は椙山ਖ਼߂学園。ηンλー
は、上̔ ֊下２֊で、学園の
ཧ౩としてݐてられた。

学園ηϯλʔ7

1 2 3

1

1

1
2

3
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4 6

7
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一

ࣣ
ࣣ
年
に
中
部
地
۠
最
初
の
Ո

ܥ
大
学

Ӄ
Ո

学
ݚ
ڀ
科
と
し
て
࢝
ま
り
、現
ࡏ
で
は
、

ੜ
׆
Պ
ֶ
ݚ
ڀ
Պ（
৯

ӫ
ཆ
学
ઐ
߈
・
生
׆
環

境
学
ઐ
߈
・
人
間
生
׆
科
学
ઐ
߈
）、ਓ
ؒ
ؔ


ֶ
ݚ
ڀ
Պ（
人
間
関
係
学
ઐ
߈
ݱ、（

Ϛ
ω
δ
メ

ϯ
τ
ݚ
ڀ
Պ（
人
間
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ઐ
߈
ڭ、（
ҭ
ֶ

ݚ
ڀ
Պ（
教
育
学
ઐ
߈
）の
࢛
つ
の
ݚ
ڀ
科
を
༴
す

る
ま
で
に
発
ల
。生
׆
科
学
ݚ
ڀ
科
の
う
ち
人
間

生
׆
科
学
ઐ
߈
に
は
ത
࢜
後
ظ
՝
ఔ
が
あ
る
。

大
学
Ӄ
で
は
、高
度
化
・
複
ࡶ
化
す
る
社
会
の
中

で
ઐ

性
を
生
か
し
て
׆
༂
で
き
る
高
度
ઐ

৬

業
人
や
ݚ、
ڀ
者
を
目
指
し
て
、日
々
ઐ

化
さ
れ

た
高
度
な
ݚ
ڀ
に
意
ཉ
的
に
取
り

ん
で
い
る
。

生
׆
科
学
ݚ
ڀ
科
は
今
年
࢛
े
प
年
を
ܴ
え
る
。

2
0
1
�
年
�
݄
、鉄
筋
ί
ン
ク
Ϧ
ー
ト

り
地

上
�
階
ݐ
て
の
校
ࣷ
が
完
成
し
ま
し
た
。

��
प
年
を
ܴ
え
記
೦
ࣜ
య
を
新
校
ࣷ
で
開
࠵

し
ま
し
た
。

ま
た
同
年
よ
り
2
0
1
�
年
度
入
ࢼ
よ
り

ỻ

ϒ
出
ئ
受

も
開
࢝
し
ま
し
た
。

小
学
校
よ
り
少
し
ྺ
࢙

の

い
༮
ஓ
Ԃ
は
��
年
目

を
ܴ
え
た
2
0
1
�
年

�
݄
に
新
Ԃ
ࣷ
が
完
成
し

ま
し
た
。鉄
筋
ί
ン
ク
Ϧ
ー

ト

り
�
階
ݐ
の
Ԃ
ࣷ
の

中
ԝ
に
は
ਧ
抜
け
の
広
場

ܕ
遊
ࣨ
、
上
に
は
ఉ
Ԃ

も
あ
り「
遊
環
構

」を
ί

ン
η
ϓ
ト
に
し
た
デ
β
イ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
ࡏ
の
入
ࢼ
で
は「
"
0
ܕ
入
ࢼ
」も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ৄ
し
く
は
、小
学
校
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ

さ
い
ʂ

椙
山
女
学
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ෟ
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খ
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େ
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༮
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େ
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ࣷ
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小
学
ߍ
"
0
ೖ
ࢼ
に
ͭ
い
て

ಉ૭ੜͷࠓ

社会ݙߩを目తに一ൠ社ஂ๏
人「まなびߟ」をۀىし5年。
実のみではݶքを感じ大学Ӄ
で学びました。ΤϏσンεにͮج
いた研究成Ռをઓུతにཱ
てています。大学Ӄでの学びは、
論ཧత思ྗߟのशಘやࣗ己成
のとして生֔のࢿとߟ
えることができました。

一ൠ社ஂ๏人 まなびߟ

高ॴ ᚸཧ子さん
現代マネジメント研究科
2015年मྃ

େֶӃでͷֶͼ্͕࣮ɺ
ઓུతʹཱͬͯ ʜɻ
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椙େʷا業 学　
学
内
外
の
活
動
に
み
る

﹁
学
び
﹂の
今

2
0
1
�
年
�

݄
か
ら
は
༮
ஓ
Ԃ

ࣷ
内
に
0
ࡀ
ࣇ

（
�
ἃ
݄
以
上
）か

ら
2
ࡀ
ࣇ
ま
で
の

อ
育
Ԃ
を
開
設
。

0
ࡀ
ࣇ
か
ら
の

一
本
ੀ
が
��
年
後

に
は

生
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ʂ

อ
ҭ
園
ス
λ
ー
τ
ʂ

旧校ࣷは今ʜ
年Ѫされたখ学校の旧
校ࣷは今、学ಐΫϥϒの学
ಐอ育ࣨとしてར༻されて
います。旧ମ育ؗもそのま
まあり、Ӎఱ時なͲମ育の
授ۀがॏなった際には、現
で活༂中です。

各種合格率
教育学部 教員73�2 ݧࢼ༺࠾ （̀現合֨） ެཱอ育職94�7 ݧࢼ༺࠾ （̀現合֨）
ཧӫཆ࢜国家90�4 ݧࢼ  ̀ 社会࢜ࢱ国家88�9 ݧࢼ （̀શ国の私ཱ大学で/o�1）
看護師国家99�0 ݧࢼ  ̀ อ健師国家100 ݧࢼˋ
ྟচ心ཧ95�2 ݧࢼ֨ࢿ࢜ （̀2002年から2015年のमྃ生）

就職実績
ब職実（学部） 98�7 （̀ब職رऀ1286名、ब職定ऀ1269名）
ब職実（大学Ӄ） 96�3 （̀ब職رऀ27名、ब職定ऀ26名）

実就職率
教育学部 98�0 （̀学部別શ国1Ґ） 卒ۀ生数1000名Ҏ上 92�4 （̀શ国女子大3Ґ શ国24Ґ）
教育学部 教員ब職ܾ定 92�7  ̀ อ育職ब職ܾ定 98�3ˋ

内部進学率
༮ஓ園・อ育園

খ学校

中学校

高校

大学

70ˋ

80ˋ

97ˋ

70ˋ

数字で魅せる椙山女学園
（2016年3月卒業生・修了生）

（ ）

学
内
֎
を

（
ا
ۀ

ߦ

ػ
ؔ

な
ど
）に
ỏ学
生
た
ち
は
ओ
ମ
త
に
ا

ը
ɾ
ӡ
Ӧ
ɾ
ఏ
Ҋ
な
ど
を
ߦ
い
࣮
ફ
త

な
׆
ಈ
し
て
い
ま
す
。

দࡔ屋名古屋ళとڠ
ಇで同ళに出ళするε
Πーπ10ϒϥンυと・
༸՛子の開発に
ઓ。
はͲれも評で、
学生たちはもの くͮりの
ޣຯをମ感ʜ

名古屋૯合ࢢ30
ళฮをऔࡐし、ӳ語൛
ϦーϑϨοトを、ࢢ関
係ऀらとฤू・੍࡞。
ϦーϑϨοトは同ࢢの
ւ֎の情報発৴等
に活༻の༧定

日本ۭߤʷ近ـ日本
πーϦεトݸ人ཱྀ行との
コϥϘで、現代マネジメ
ント学科の学生が20
代、30代女性向͚の

「まち歩きւ道」のཱྀ
行をߟҊ。良野
पลのັྗをհした
༏लとな࠷が࡞
り、化された。

πΠーυ生で多࠼なσβΠンのケーϓを੍
˞のπΠーυϥン࠵で開ࢢ着༻し、田、࡞

2016にࢀ加。今ճυϨοαーとして、中
西ᙻ菜さんが౦ւΥーカーを、吉田
ԝさんが๛島をड。

大学Ωϟンύεでの৯育ϓϩジΣΫトに学生
も加わり、ௐཧิ助やӫ༾バϥンεのஅ
を௨じて、৯ڥඋにݙߩ。

౦ւ政ہとڠಇでメλϘ༧のཱݙを
研究・開発。څ৯ऀۀࣄ、৯ൢച会社、
行政関係ऀをটいた研究会で発ද。Ϩシϐ
は、౦ւ政ہのメニューϒοΫとして発行
されている。

˞πΠーυϥンɿπΠーυの国、ΠΪϦεϩン
υンで2009年に࢝まり、世ք֤国で開
をυϨεࡐされるΠϕント。πΠーυૉ࠵
コーυに、ࣗ సंで安શ行のॏཁ性
や楽しさを発৴

椙େʷҬ
名古屋ࢢとの࿈ܞで、നௗެ園の美しさを
PRするϏσΦを੍࡞。日本語൛の΄か、ӳ
語൛、中国語൛も੍࡞。࡞は同ࣜެࢢ
)P、本学:oVTVbeでެ開中
৽ฉ、ςϨϏでも話に��

日進ࢢのࡒ政ঢ়گをࢢຽにかりやすく
えるためのϦーϑϨοトを学生がاը・੍ し࡞
発ද。同ࢢのࢢॴ、ਤ書ؗに設ஔ、同ࢢ
8E#αΠトでもެ開。評は上 ʂ々
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人
の
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生
秘
話

本年も299名の皆さんに
ご参加いただきました。

椙
山
女
学
園
高
等
学
校
卒
業
生

﹁
成
人
の
会
﹂

シリーズ つ な ぐ椙山女学園と共にあゆむ同窓会 百年の歴史をつなぐ未来への百年　  織糸の絆

本年も299名の皆さんに
ご参加いただきました。

20 17 年  ਓ ͷ ձ

今
年
で
��
回
目
を
ܴ
え
た
ੀ
ࢁ
で
の
成
人
の
会
は
、ຖ
年
、༗
ࢤ
の
会
と
し
て
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
��
年
前
の
̎
̌
̌
̓
年
1
݄
�
日
	݄ 
�

成
人
の
日
ࢁ、
ఴ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ラ
ン
チ
ル
ー
Ϝ
で

ੀ
高
平
成
��
年
度
ଔ
業
生
に
よ
る
、は
じ
め
て
のἔ
成
人
を
ॕ
う
会
ἕが
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
足
時
の
実
行
ҕ
һ
は
、高
校
̏
年
時
に
ク
ラ
ス
ҕ
һ
で
、学
Ԃ

ཱ
１
̌
̌
प
年
記
೦
の
Ϟ

β
イ
ク
ը
を

作
し
た
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
ま
し
た
。
時
な
に
か
の
ػ
会
に
集
ま
っ
た
ࡍ
、成
人

ࣜ
の

題
に
な
り
、「
地
元
で
は
ࣜ
య
に
ࢀ
加
し
づ
ら
い
」「
ੀ
ࢁ
小
学
校
に
は
振
କ
姿
で
๚
問

す
る
行
事
が
あ
る
の
で
高
校
に
も
行
き
た
い
」「
高
校
ଔ
業
後
会
え
て
い
な
い
同
ڃ
生
に
ٱ
し
ぶ

り
に
会
い
た
い
」
の
意
見
が
出
た
こ
と
で
、「
今
ま
で
な
か
っ
た
の
な
ら
自
分
た
ち
の
手
で
ộ
ʂ
」

と
ا
ը
し
た
そ
う
で
す
。

今
も
ܧ
ଓ
さ
れ
、ຖ
年
高
中
同
૭
会
か
ら
記
೦

を
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

「
す
ご
い
ʂ
��
回
も
や
っ
て
る
の
ʁʂ
ײ
動
」「
成
人
ࣜ
ջ
か
し
い
な
。ੀ
ࢁ
で
の
成
人
ࣜ
は
ࢲ
た
ち

か
ら
だ
も
ん
ね
。そ
れ
を
後
ഐ
た
ち
が
自
主
的
に
ଓ
け
て
く
れ
て
い
る
の
が
خ
し
い
」「
自
分
た
ち

の
ҝ
に
や
っ
た
こ
と
に
ڞ
ײ
し
て
も
ら
え
て
、い
ま
だ
に
ଓ
い
て
い
る
な
ん
て
خ
し
い
ね
」と
ڻ、
き

と
喜
び
の

。発
足

時
は
、ઌ
生
方
の
お
ॕ
い
の
言
༿
、ջ
か
し
い
ビ
デ
Φ
ؑ

、集
合
ࣸ
真
ࡱ

Ө
と
、シ
ン
ϓ
ル
な
内
容
で
し
た
が
、と
て
も
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
と
ջ
か
し
そ
う
に

し
て
く
れ
ま

し
た
。

ࢀ
加
者
��
໊
ఔ
度
を
予
定
し
て
、実
行
ҕ
һ
�
໊
で
ཱ
ち
上
げ
た
会
は
、ઌ
生
と
ଔ
業
生
の

૯
勢
2
�
1
໊
が
ࢀ
加
す
る
大
ن

な
会
に
な
り
、
れ
着
姿
の
ઌ
ഐ
た
ち
は
、き
っ
と
中
学
・

高
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
、後
ഐ
た
ち
の
目
に
ཹ
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
成
人
と
い
う
અ
目
は
人
生
で一
度
き
り
の
も
の
で
す
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進

ん
だ
༑
人
と
の
情
報
交

の
場
と
も
な
る
の
で
、こ
れ
か
ら
も
心
に

る
会
を
ଓ

け
て
も
ら
え
た
ら
خ
し
い
で
す
。」

「
成
人
の
会
を
、こ
の
よ
う
な
߃
例
イ
ϕ
ン
ト
に
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
と
て
も

خ
し
く
思
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
成
人
の
会
を
開
࠵
す
る
に
あ
た
り
、お
力
ఴ
え
を

い
た
だ
い
た
大
勢
の
方
々
に
心
よ
り
ײ
ँ
ਃ
し
上
げ
ま
す
。後
ഐ
た
ち
に
も
、こ
の

ײ
ँ
の
気
持
ち
を

れ
ず
に
、こ
れ
か
ら
も
会
を
ଓ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」

先
輩
方
か
ら
、こ
れ
か
ら
成
人
を
迎
え
る
後
輩
た
ち
へ

発
足

時
の
実
行
ҕ
һ
方
は
、特
に
引
ܧ
͗
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
な
の
で
、

ੀ
ࢁ
で
の
成
人
の
会
が
ど
の
よ
う
に
��
年
間
も
受
け
ܧ
が
れ
て
き
た
の
か
、今

年
の
װ
事
の
皆
さ
ん
に

を
聞
き
ま
し
た
。

「
現
ࡏ
、成
人
の
会
は
、高
校
時
の
生
ె
会
ࣥ
行
部
が
行
う
し
き
た
り
で
、ઌ

ഐ
の
代
の
手

い
を
し
て
会
の
ଘ
ࡏ
を
知
っ
た
の
で
、༗
ࢤ
の
メ
ン
バ
ー
が
ཱ
ち
上

げ
た
イ
ϕ
ン
ト
だ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ੀ
ࢁ
で
成
人
の
会
が
開
か
れ
る
こ

と
は
、中
高
と
も
ੀ
ࢁ
出
身
で
地
元
の
成
人
ࣜ
に
出
づ
ら
い
子
も
多
く
ٱ、
し

ぶ
り
に
༑
達
に
も
会
え
る
、ྑ
い
ػ
会
だ
と
思
い
ま
す
」と

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
ا
ը
方
法
に
つ
い
て
は
、「
ઌ
ഐ
か
ら
の
引
ܧ
͗
ϊ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
で
も
や
は
り
、ଔ
業
生
の
人
数
が
多
く
地
方
に
も
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
で
、準

備
は
大
ม
で
し
た
װ。
事
同
࢜
予
定
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
も
ۤ
࿑
し
ま
し
た
」

と
の
こ
と
。

そ
こ
で
、成
人
の
会
の
ا
ը
が
ෛ
୲
で
は
な
か
っ
た
か
ਘ
ね
る
と
、「
一
生
に一
度

の
行
事
な
の
で
、ྑ
い
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
ٱ。
し
ぶ
り
に
生
ె
会
メ
ン

バ
ー
で

事
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。成
人
の
会
を
や
っ
て
ྑ
か
っ
た
で
す
。」

と
স
إ
で
会
を
振
り
ฦ
っ
て
い
ま
し
た
。

受
け
継
が
れ
た
理
由
と
そ
の
方
法
は
…

ฏ24年
1月�日（月ɾॕ ）
։࠵

ฏ2�年
1月14日（月ɾॕ ）
։࠵

ฏ26年
1月13日（月ɾॕ ）
։࠵

﹁
成
人
の
会
﹂は
、 

ノ
リ 

か
ら
生
ま
れ
た
会
?!

“

”

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
、椙
山
女
学
園
山
添
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る﹁
成
人
の
会
﹂。

今
年
も
、１
月
９
日
の
成
人
の
日
に
、晴
れ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
成
人
の
会
に
つ
い
て
、発
足
当
時
の

実
行
委
員
の
皆
様
と
、今
年
の
幹
事
の
皆
様
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

年ۀଔߍֶߴ
ฏ��年�݄
ฏ��年�݄
ฏ��年�݄
ฏ��年�݄
ฏ��年�݄
ฏ��年�݄
ฏ��年�݄
ฏ��年�݄
ฏ��年�݄
ฏ��年�݄
ฏ��年�݄

Ճਓࢀ
220名
160名

200名
200名
168名
191名
216名
270名
242名
268名
299名

։࠵日
ฏ��年�݄�ʢ ɾ݄ॕ ʣ
ฏ��年�݄��ʢ ɾ݄ॕ ʣ
ฏ��年�݄��ʢ ɾ݄ॕ ʣ
ฏ��年�݄��ʢ ɾ݄ॕ ʣ
ฏ��年�݄��ʢ ɾ݄ॕ ʣ
ฏ��年�݄�ʢ ɾ݄ॕ ʣ
ฏ��年�݄��ʢ ɾ݄ॕ ʣ
ฏ��年�݄��ʢ ɾ݄ॕ ʣ
ฏ��年�݄��ʢ ɾ݄ॕ ʣ
ฏ��年�݄��ʢ ɾ݄ॕ ʣ
ฏ��年�݄�ʢ ɾ݄ॕ ʣ

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

˙ਓͷձൃ Β͔ࡏݱまで

Ωʔϗϧμʔ໊έʔε

（ฏ17年࣮ߦҕһ࡞）（ୈ11ճਓͷձߴ�தಉ૭ձΑΓ）

��

29.4.8
ֿా

29.4.15
্;

29.4.27
࡚ٶ

29.5.8
桑原

29.5.12
小井

現
ࡏ
の
中
学
校
、高

学
校
の
学
び
ࣷ
は
、̎
̌
̌
̒
年
に
վ

ங
さ
れ
ま
し
た
。

正

を
通
り
抜
け
校
ࣷ
に
向
か
う
と
、新
た
な
シ
ン
Ϙ
ル
で
も

あ
る
ಃ
น「
ఱ
ۭ
࿘
ອ
」が
出
ܴ
え
を
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、̐
代
目
と
な
る「
ۚ
߶
ౝ
」が
設
置
さ
れ
、今
も
̔
時

̏̌
分
に
な
る
と

໐
係
の
生
ె
の
手
で

で
ら
れ
る

の
Ի
が
、

学
Ԃ
の一
日
の
࢝
ま
り
を
ࠂ
げ
て
い
ま
す
。

中
学
校
・
高
等
学
校

椙
山
女
学
園

山
添
キ
ャ
ン
パ
ス「
不
易
流
行
」

ਖ਼

ਖ਼
໘
の
ࡾ
֯
の


に
͋
Δ
ه

೦
ൾủ

ܦ
ቾ
Ứ

ཱ
30
प

を
ه

೦
͠
て
ݐ
て
Β
れ
ま
͠
ͨ
。

ݹ
文

ܦ
の
શ
文
を
ಔ
൛
に
ர


͠
ష
Γ

͚
ͨ
も
の
で
す
͕
、ઓ
࣌
த
の

ۚ
ଐ
ྨ
回
ऩ
ྩ
に
Α
Γ
ͦ
の
ಔ
൛
も
ڙ

ग़
。ͦ
の
ޙ
、
ཱ
50

に
෮
ݩ
を

͛

て
ݱ
ࡏ
に
い
ͨ
Γ
ま
す
。

ͻ
っ
ͦ
Γ
ͱ
ͨ
ͨ
ͣ
Ήủ

ܦ
ቾ
Ứ

も
͠
͔
す
Δ
ͱ
、͜
れ
ま
で
に
Ұ
൪
ͨ
く

さ
Μ
の
椙
山
生
を
ݟ
ಧ
͚
て
͖
ͨ
の
͔

も
͠
れ
ま
ͤ
Μ
。

孝
経
幢

̎
̌
̌
̒
年
の
վ
ங
の
ࡍ
に
ラ
ン
チ
ル
ー
Ϝ「
T�

ổ

F
B
U
」が
で
き
ま
し
た
。໋
໊
は
̨�

ổ
F
B
U（
ス
イ
ー

ト
）。̨�

ổ
N
B
S
U（
ス
マ�

ー
ト
）と
合
わ
せ
た
生
ె
に
よ

る
も
の
چ。
校
ࣷ
の
正
面
ݰ
関
に
あ
っ
た
ス
テ
ン
υ
グ
ラ
ス

も

側
に
ு
ら
れ

て
い
ま
す
。

ࡏ
校
生
以
֎
に

も
、༮
ࣇ
Ԃ
の
อ
ޢ

者
の
方
々
の
送
ܴ


ち
利
用
や
、ま
た

同
૭
生
の
ク
ラ
ス
会

な
ど
に
使
用
も
で

き
ま
す
。

੮
数
1
�
�
੮
。

「
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
s

-

e
a
t
」

2
0
1
�
年
�
݄
、メ
Ϟ
Ϧ
ア
ル
ル
ー
Ϝ
が
あ
っ
た
場

ॴ
に
、ੀ
ࢁ
ྺ
࢙
文
化
ؗ
の
�
൪
目
の
ల
示
ࣨ
と
な

る
ࢁ
ఴ
ల
示
ࣨ
が
Φ
ー
ϓ
ン
し
ま
し
た
。

学
Ԃ
の
ྺ
࢙
と
あ
わ
せ
ࢁ、
ఴ
キ
ャ
ン
パ
ス（
༮
、小
、

中
、高
）の
教
育
׆
動
の
ྺ
࢙
、ま
た
地
Ҭ
ྺ
࢙
の
中

に
お
け
る
学
Ԃ
の
ྺ
࢙
を
学
べ
る
ల
示
ࣨ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

設
置
の
タ
ϒ
Ϩ
ッ

ト
で
は
、ॴ
ଂ

や

ί
Ϩ
ク
シ
ἀ
ン
、ま
た

「
ࢳ
٠
」の
デ
ー
タ

を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
椙
山
歴
史
文
化
館 

山
添
展
示
室
」

﹇
こ
う
き
ょ
う
ど
う
﹈

キ
�
ン
パ
ス
内
最
新
S
P
O
T

今
も
昔
も
�

͍ͮؾ ·ͯ͠ ͨ ʁ͔ʁ

T OPICS!
1月に์ 送された

/),υϥマ10「お

さん、່ をやめていい

ですかʁ」のϩケと

してڠ をྗしました。

ࡏ、年9月からの4ϲ月間の間にࡢした࢝Өが開ࡱ

校生の中には女༏のྤさんの目ܸ情報もあっ

たとか。また、椙ᗅࡇで実際に༻した০りもυϥ

マの中で࠶ར༻されたそうですよ。

月̐࠷ॳの授ۀのࣗ己հで、「私はখ学校から椙山にೖ
学して中学、高校、大学も椙山で、卒ۀ後もずっと椙山で
家ఉ科の先生をやっている、皆さんの先輩です。このことが
皆さんにとってԿのにཱつかはわからない Ͳ͚、ࠔった時
は思い出してね。」とݴっています。生ెとは、すっかり年が
れてしまいましたが、私が椙山で良い༑ୡと出会うことが
でき、楽しい学園生活を送ってきたことを後輩にをもって
えることが一本椙の命だと思っています。

ੀࢁখֶߍΛೖֶ͔ͯ͠ΒੀதɺੀߴΛͯܦɺ
ੀࢁͷେֶΛଔ͢ۀΔまでɺ
ͣʔ ͱͬੀࢁੜͱ͠ ͯա͖ͯͨ͝͠ ਓͷ ͱ͜Λ
ʮҰຊੀʯͬ ͿͷΛ͠ݺͯ ͍ͬͯま͠ ͨ ʁ͔

椙山女学園中学校教諭  ७子さん

「一本椙」って
なぁに？？

։ؗؒ࣌ʗฏ日ɹ�ɿ20～17ɿ00
� ༵ɹ�ɿ20～12ɿ00

ָ͍͠ ϥϯνλΠϜ৯ҭͷڌʹͳͬ ͍ͯま͢ ɻ

Ұຊੀ Μ͞
ొ

2016年ੀᗅࡇͷ༷ࢠ

��



29.3.28
平野

29.3.3�
平野

29.4.15
্;

29.4.27
࡚ٶ

29.5.8
桑原

29.5.9
小池

29.5.12
小井

得
意
技
は
、ྉ
ཧ
を「
২
物
性
৯

���
ˋ
で
࠶
現

す
る
こ
と
」と
お
っ
し
ゃ
る
ؠ
井
༟
子
さ
ん
。


ཧ
ӫ
ཆ
࢜
、ϗ
Ϧ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ӫ
ཆ
ア
υ
バ

イ
β
ー
な
ど
、心
・
身
体
・
৯
事
を
中
心
と
し
た

৯
生
׆
サ
ポ
ー
ト
の
お

事
を
さ
れ
て
い
ま

す
。「
母
の
お
՛
子
作
り
で
皆
が
স
إ
に
な
る
」

の
が
好
き
で
、ੀ
ࢁ
の
大
学
Ӄ
で
৯
物
学
を
学

ん
だ
後
、ྉ
ཧ
・
৯
に
関
す
る

事
に
進
ま
れ
ま

し
た
。大
学
Ӄ
生
の
ࠒ
に
同
ڃ
生
と
৯
べ
歩
き
・

飲
み
歩
き
し
た
ܦ
ݧ
が
、今
の
ࢲ
の
ຯ
֮
を
支

え
て
い
る
と
ޠ
り
、現
ࡏ
は
໊
ݹ

を
中
心
に

ྉ
ཧ
教
ࣨ
や
イ
ϕ
ン
ト
を
開
࠵
し
、「
体
質

チ
ỻ
ッ
ク
ˍ
体
質
վ
ળ
Χ

ン
η
Ϧ
ン
グ
」を
࢝

め
る

、意
ཉ
的
に
׆
動
中
で
す
。ඒ
ຯ
し
く
て

身
体
に
ܰ
い
、ロ
ー
フ
ー
υ
・
ビ
ー
Ψ
ン
ྉ
ཧ
で
、

皆
に
݈
߁
で
স
إ
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
、世
界

中
の
人
々
に
心
の
平

を
ಧ
け
る
こ
と
が
目
標

だ
そ
う
で
す
。

岩
井 

裕
子

（
H
10 

家
政
学
研
究
科

　
　
　
　
　食
物
学
専
攻 

修
了
）

ੀࢁでֶͼ༷ʑͳ

εςʔδで׆༂͢Δօ Μ͞ͷ

ʠࠓʡΛհ ま͢͠ ɻ
ͥひ、ϩーϑーυ・ϏーΨンྉཧを৯べにདྷてください。
IttQɿ��XXX�amebMo�KQ�MWebeM�
IttQɿ��yVkoi�com�

「Ώこあい」でࡧݕするとϒϩά・)Pが出てきます。

ੀ
ࢁ
を
ଔ
業
後
、̮
̢
̘
̖
で
ӳ
ޠ
の
ษ
強

を
さ
れ
、高
校
生
の
交

ཹ
学
事
業
શ
ൠ
に
ܞ

わ
っ
た
ҏ
౻
日
ಸ
子
さ
ん
。学
生
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
ཹ
学
生
の
ア
υ
バ
イ
β
ー
と
し
て
の
ܦ
ݧ

を
通
じ
て
、Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
׆
動
の
素

ら
し

さ
を
学
ば
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、ご
自
身
の
出

࢈
・
子
育
て
の
中
で
৯
の
大

さ
に
վ
め
て
気
づ

き
、子
ど
も
と
一
緒
に
で
き
る
৯
育
を
と
大
学
時

代
の
同
ڃ
生
とʠ

৯
育
し
「ୂ
お
む
す
び
」ʠを
発

足
。৯
育
ク
ッ
キ
ン
グ
や
離
ೕ
৯
ߨ
࠲
な
ど
を
中

心
に
׆
動
中
で
す
。ま
た
、อ
݈
η
ン
タ
ー
や
ク
Ϧ

ニ
ッ
ク
で
の
ӫ
ཆ
相
談
、お
と
な
や
こ
ど
も
向
け

৯
育
ߨ
࠲
な
ど
の
ߨ
ࢣ
も
୲

。こ
れ
か
ら
も
他

৬
種
の
方
々
と
の
情
報
交

・
ษ
強
会
で
さ
ら
に

多
く
の
知
ࣝ
を
ਂ
め
て
皆
様
に

え
て
い
き
た
い

と
、日
々
チ
ャ
Ϩ
ン
ジ
中
で
す
。

伊
藤 

日
奈
子

（
H
4 

家
政
学
部 

卒
）

৯育し 「ୂおΉすび」
IttQɿ��XXX�HeocitieT�KQ�Iinako5963�

も
と
も
と
人
と
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る

事

が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
๛
田
Ҁ
子
さ
ん
。大
学

の
ઌ
ഐ
か
ら
の
ק
め
に
よ
っ
て
Ѫ
知
県
警

の

道
に
進
ま
れ
ま
し
た
。大
学
時
代
は
ڮ
本
ྩ
子
ઌ

生
に
と
て
も
お
世

に
な
っ
た
と
振
り
ฦ
る
๛

田
さ
ん
。θ
ϛ
の
み
ん
な
と

᛭
ୖ
ຏ
を
し
な
が

ら
も
、݄
に
１
回
は
必
ず
一
緒
に
৯
事
へ
行
っ
た

こ
と
が
い
い
思
い
出
な
の
だ
そ
う
で
す
。警

の


事
は
、体
力
উ
ෛ
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

ܐ
法
ܐ、
事
ૌ
ু
法
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
法

ྩ
法
ن
を
知
ࣝ
と
し
て
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。日
々

力
し
ଓ
け
る
๛
田
さ
ん
が


事
に
ब
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
ࢢ、
ຽ
の

方
か
ら「
あ
り
が
と
う
」の
言
༿
を
言
わ
れ
た
時
。

さ
ら
に
、悪
い
Ϡ
ツ
を
ั
ま
え
た
と
き
は

事
の

達
成
ײ
を
一
൪
ײ
じ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

豊
田 

絢
子

（
H
23 

生
活
科
学
部 

卒
）

ト
Ϥ
タ
࢈
業
技
術
記
೦
ؗ
に
て
ࠃ
内
֎
か
ら
い

ら
っ
し
ゃ
る
お
٬
様
に
ల
示
場
の
Ҋ
内
を
す
る
Ҵ

֞
ཨ
อ
さ
ん
。大
学
時
代
に
中
ظ
ཹ
学
ϓ
ロ
グ
ラ

Ϝ
に
ࢀ
加
し
た
ܦ
ݧ
か
ら
、日
本
の
素

し
さ
を


え
る

事
が
し
た
い
と
思
っ
た
の
が
、今
の


事
を
બ
ん
だ
き
っ
か
け
で
し
た
。θ
ϛ
で
は
メ
ン

バ
ー
の

文
に
つ
い
て
ԕ
ྀ
な
し
に
μ
メ
出
し
し

合
っ
て
い
た
お
ӄ
で
、指
ఠ
を
受
け
て
も
め
げ
な

い
強
い
心
が
持
て
た
と
い
う
こ
と
で
す
。多
い
日

に
は
�
0
0
0
人
が
来
ؗ
す
る
中
、Ҵ
֞
さ
ん
は

一
人
で
も
多
く
の
お
٬
様
に
、ト
Ϥ
タ
࢈
業
技
術
記

೦
ؗ
の
ັ
力
を

え
ら
れ
る
よ
う
、ア
イ
デ
ィ
ア

を

出
。日
本
ޠ
・
ӳ
ޠ
の
Ψ
イ
υ
ツ
ア
ー
や
子

ど
も
向
け
の
シ
ἀ
ー
な
ど
、෯
広
い
業

に
ܞ
わ

り
な
が
ら
、向
上
心
を
持
っ
て
取
り

ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

稲
垣 

璃
保

（
H
27 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　学
部 

卒
）

ͥひお時間のある時に「トϤλٕۀ࢈ज़ه念ؗ」に
དྷて実ԋ等をݟてください。
とても楽しい時が過ご まͤすΐὑ

にब職して̑ܯ 年。
ॳ心をれることなくษڧをしଓ͚、職の中で
一༂をૂってい る͚ような人間を目指しています�

人
間
関
係
学
部
を
ଔ
業
後
、֎
ࢿ
ܥ
ߤ
ۭ
会
社

の
地
上
৬
に
ब
৬
し
た
上
ࢁ
থ
子
さ
ん
。
̎̒
ࡀ
の

ࠒ
、さ
ら
に
や
り
が
い
の
あ
る

事
を
ٻ
め
て

法

ࢿ
֨
の
取
得
を
目
指
し
࢘、
法
ࢼ
ݧ
合
֨

後
は
ݕ
事
に


さ
れ
ま
し
た
。振
り
ฦ
れ
ば

大
学
時
代
、θ
ϛ
の
Ը
ࢣ
で
あ
る
ਿ
౻
教
授
に

は
大
ม
お
世

に
な
り
、今
で
も
よ
き
ཧ
解
者

で
あ
り
大

な
飲
み

間ʜ

と
ޠ
り
ま
す
。真

実
を
୳
ٻ
し
て
い
く
ݕ
事
の

事
に
や
り
が
い

を
ײ
じ
な
が
ら
も
、ご
主
人
の
ถ
ࠃ
ཹ
学
に
同

行
す
る
た
め
、ۤ
ौ
の
決
அ
で
ࣙ
め
ら
れ
た
そ

う
で
す
。現
ࡏ
は
子
育
て
を
し
な
が
ら
、ห
ޢ
࢜

と
し
て
ಇ
く
上
ࢁ
さ
ん
。一
ൠ
ຽ
事
か
ら
ا
業
法


ܐ、
事
事
件

ま
で
෯
広
く
取
り

ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。ま
た
、母
校
の
人
間
関
係
学

部
で
ඇ
ৗ
ۈ
ߨ
ࢣ
と
し
て
も
׆
༂
し
、後
ഐ
の
指

導
に
あ
た
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

上
山 

晶
子

（
H
3 

人
間
関
係
学
部 

卒
）

๏問でおࠔりの方はͥひご૬ஊください。
「ห護࢜野๏ࣄॴ」
メーϧΞυϨεɿa�kamiyama!aRVa�ocn�ne�KQ

໊
ݹ

ࢢ
中
ଜ
۠
の
༗
໊
な
ׂ
๑
ཱྀ
ؗ
に
Շ

い
だ
མ
合
࣏
子
さ
ん
。ཱྀ
ؗ
で
ഓ
っ
た
ௐ
ཧ
の
腕

を
生
か
し
、
時
の
ࠃ
鉄


Ӻ
の
高
Ս
下
に
٤


ళ「
ീ
Ӣ�

Ԧ
様
の
ί
ー
ώ
ー
」を
開
ళ
し
、ご

主
人
と
ڞ
に
Ӧ
ん
で
半
世
ل
。
し
い
ళ
の

事

と
ଉ
子
ࡾ
人
の
子
育
て
を
し
な
が
ら
も
、時
の
流

れ
に
う
ま
く

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、一
ൠ
の

主
්
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
ࢁ
ス
キ
ー
や
ඐ
ഀ

ބ
で
の
ਫ
上
ス
キ
ー
を
行
い
、Ո

の
時
間
も
楽

し
ま
れ
た
そ
う
で
す
。移
り
ゆ
く
時
代
の
中
で
多

く
の
人
達
に
Ѫ
さ
れ
て
い
る
お
ళ
。そ
の
ຯ
じ
ま

ん
は
Կ
度
も
新
聞
・
テ
Ϩ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。ຖ
年
ळ
に
は
ࡾ、
ޒ
の
会（
高
校
ত

��
年

ଔ
業
）を
開
࠵
し
、加
౻
元
子
ઌ
生
を
中
心
に
同
ڃ

生
が
お
ళ
に
集
ま
り
、স
إ
が
あ
;
れ
ま
す
。い

つ
ま
で
も
ࡾ
ޒ
の
会
を
ଓ
け
た
い
ʂ
と
ؤ
ு
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

落
合 

治
子

（
S

35 

高
校 

卒
）

٤ళの後ऀܧがいないのでࠔっています。
୭かいまͤ んか～ 

Ϩ
ン
タ
ル
ҥ
ী「
ル
ϛ
Τ
ー
ル
」を
ܦ
Ӧ
す
る

ࣂ
প
༸
子
さ
ん
。学
生
時
代
に
、η
ン
ス
の
ྑ
い

素
敵
な
サ
ー
ク
ル
の
ઌ
ഐ
に
ಌ
れ「
人
が
好
き
。

Կ
か
を
し
て
あ
げ
た
い
。」と
い
う

い
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。着

け
教
ࣨ
を
ݪ
点
に
Ֆ
Շ
の
ҥ

ী
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、ඒ
容
ࢣ
の
ࢿ
֨
を
取

得
し
て
Ϩ
ン
タ
ル
ҥ
ী
ళ
を
ཱ
ち
上
げ
ま
し
た
。

現
ࡏ
で
は「
Ӆ
れ
た
໊
ళ
」「
人
気
の
ҥ
ী
サ
ロ

ン
」と
新
聞
・
ࡶ
ࢽ
で

հ
さ
れ
、શ
ࠃ
に
出
ு
し

た
り
、ଔ
業
ࣜ
އ
の
ల
示
会
を
開
い
た
りʜ


事

を
通
じ
て
、人
と
人
の
心
が
同
じ
喜
び
で
一
つ
に

な
る

せ
を
ײ
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。ੀ
ࢁ
で
過

ご
し
た
学
生
生
」׆
人
間
に
な
ろ
う
」が
自
વ
に
身

に
つ
き
、人
と
関
わ
り
、子
育
て
を
し
な
が
ら
、

事
が
広
が
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。「
Կ
ࡀ

に
な
っ
て
も
チ
ャ
Ϩ
ン
ジ
ʂ
」と
同
૭
生
へ
の

メ
ッ
η
ー
ジ
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

飼
沼 

洋
子

（
S

48 

短
期
大
学
部 

卒
）

私が経ݧしたこと、ࣝが皆様のおにཱてたらͤです。
 「ϧミΤーϧ」ϗーϜϖージはこちらʂ
 IttQɿ��TeMectdreTT�com�

6
月
以
降 

各
月
1
回
、

長
久
手
市
文
化
の
家
で
、

食
育
ク
ッ
キ
ン
グ
を
開
催
。

椙
山
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

����



29.2.24
ֿా

29.3.17
ֿా

29.2.24
平野

29.3.31
ֿా

29.4.15
্;

29.5.8
桑原

29.5.12
小井

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
に
も
関
心
を
寄
せ
、好
奇

心
に
富
む
素
敵
な
お
ば
あ
さ
ま
で
す
ね
。偽
情
報

で
嫌
な
思
い
を
し
な
い
よ
う
に
と
思
い
や
る
ご
相

談
者
の
優
し
い
お
孫
さ
ん
の
心
配
も
、ご
も
っ
と
も

な
こ
と
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
り
急
速
に
情
報

化
社
会
が
進
み
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
を
通
じ

て
2
0
1
0
年
代
は
S
N
S（
ソ
ー
シ
ャ
ル・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）が
情
報
収
集
ツ
ー
ル
の
主

流
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。誰
も
が
不
特
定
多
数
に
向

け
た
情
報
発
信
者
に
な
れ
る
と
と
も
に
、膨
大
な

情
報
を
瞬
時
に
入
手
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り

ま
し
た
。う
ま
く
駆
使
で
き
る
な
ら
ば
、こ
ん
な
に

便
利
で
楽
し
い
こ
と
は
な
い
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、問
題
も
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
2
0
1
1

年（
平
成
̎̏
年
）の
東
日
本
大
震
災
で
は
こ
の
夥
し

い
情
報
量
が
仇
と
な
り
、被
災
地
を
中
心
に
正
し

い
情
報
が
飲
み
込
ま
れ
、不
確
か
な
情
報
に
よ
る

錯
そ
う
が
生
じ
、宮
城
県
警
で
は
注
意
を
呼
び
か

け
る
チ
ラ
シ
ま
で
配
布
し
た
ほ
ど
で
す
。た
だ
で
さ

え
厳
し
い
状
況
に
晒
さ
れ
て
不
安
や
恐
怖
が
流
言

と
な
り
や
す
い
中
、メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
っ
て
、そ
れ
が
さ
ら
に
容
易
に
広
範
に
拡
散
さ
れ

て
し
ま
う
の
が
今
の
世
の
中
で
す
。情
報
化
社
会
で

は
、正
し
い
情
報
の
み
に
よ
る
送
受
信
は
不
可
能

だ
と
考
え
て
お
く
方
が
身
の
た
め
で
す
。

さ
て
本
題
で
す
が
、こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
状
況

下
で
情
報
の
真
偽
を
見
極
め
る
た
め
に
最
低
限
、

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
ご
法
度
が
、1
つ
の
メ
デ
ィ

ア
か
ら
流
れ
る
情
報
を「
鵜
呑
み
に
す
る
」こ
と
で

す
。面
倒
で
あ
っ
て
も
、同
じ
内
容
を
必
ず
複
数
メ

デ
ィ
ア
で
見
比
べ
る
、こ
の
確
認
作
業
こ
そ
が
、偽

情
報
の
被
害
者
に
陥
ら
な
い
予
防
の一
手
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
自
分
が
偽
情
報
を（
そ
う
と
知
ら
ず
に
）

振
り
ま
く
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
も

重
要
な
第
一
歩
で
す
。も
っ
と
も
、ネ
ッ
ト
上
に
は

「
虚
構
新
聞
」と
い
っ
た「
虚
実
の
狭
間
を
行
き
交

う
可
能
性
世
界
の
事
件
を
報
道
」し
て
人
々
を
楽

し
ま
せ
る
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
。現
実
の
ニ
ュ
ー
ス

を
パ
ロ
デ
ィ
に
し
た
諷
刺
・
皮
肉
が
開
設
の
目
的
で

「
弊
社
が
取
り
上
げ
る
ニュ
ー
ス
は
す
べ
て
虚
構
の

も
の
で
あ
り
、現
実
の
人
物
・
事
件
・
団
体
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、閲
覧
者
を
騙
し
て
喜
ぶ
、

世
間
を
騒
が
せ
る
と
い
う
よ
う
な
悪
意
も
持
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。」と
し
て
い
ま
す
。お
ば
あ
さ
ま
な
ら

ば
、こ
の
よ
う
な
虚
構
も
逆
手
に
お
し
ゃ
れ
に
楽
し

ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。様
々
な
情
報
に
主

体
的
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、情
報
の
発
信
元
を

確
か
め
、内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ
、さ
ら
に
、不
確

実
な
情
報
を
決
し
て
人
に
流
さ
な
い
こ
と
が
肝
要

で
す
。楽
し
い
ネ
ッ
ト
ラ
イ
フ
を
こ
れ
か
ら
も
お
ば

あ
さ
ま
と
ご一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日々の生活の中での;としたٙ問はありまͤんか。日ৗの

ٙ問から、子育て、๏、ॅ まい、家ܭ、৯べ、ことば、高

ྸऀ問なͲԿでもおد くͤださい。࣭ 問は会報ཪ໘の同

૭会ࣄہ。メーϧでも'"9でもO,です。

օ༷ Β͔ͷ࣭Λ
͓まͪ ͯ͠ ͍ま͢ɻ

う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を

鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

内
容
の
真
偽
を
見
極
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

このコーφーでは同૭生の皆様からͤدられた

ٙ問・࣭問に、椙山女学園の֤ઐ野の先生が

わかりやすくおえくださいます。

情
報
の
発
信
元
を
確
か
め
、

同
じ
内
容
を
複
数
メ
デ
ィ
ア
で
見
比
べ
、

さ
ら
に
、不
確
実
な
情
報
を
決
し
て
流
さ
な
い
こ
と
も

重
要
で
す
。

教
育
学
部
子
ど
も
発
達
学
科
　
教
授
　
　
國
井
　
修�

一

文
化
情
報
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
　
教
授
　
　
脇
田
　
泰
子

2 2"
小
学
一
年
生
の
子
ど
も
が
鉄
棒
の
逆
上
が
り
が
で
き
ま
せ
ん
。

逆
上
が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
コ
ツ
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

逆
上
が
り
に
こ
だ
わ
ら
な
い
で
、様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
・

運
動（
運
動
遊
び
）を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

逆
上
が
り
な
ん
て
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

"

椙山女学園大学教育学部子Ͳも発ୡ学科教授、
ത࢜（医学）。
日本ମ育大学・同大学Ӄ、藤田อ健Ӵ生大学にてਆ経科学
野を研究。現ࡏは、子Ͳも発ୡ学科にて「ମ育」、「ମ育の
指ಋ๏」、「健߁科学」等の授ۀを୲当。μンε、マοト運動、
మ、びശ、ٕٿ、ਫӭ、上なͲを୲当している。また、教
員ݧࢼ༺࠾の実ٕछ目を学生に教授。

ᅳ井 मҰ（くにい しΎういち）

ઐはジϟーφϦζϜ論、メσΟΞ論。
౦ژ大学教ཆ学部教ཆ学科卒ऀه,(/、ۀೖہ（ਆ์ށ
送ہ、報道ہ֎৴部、ΞメϦカཹ学、εϙーπ報道ηンλー）、
書ళ（現・ϕネοηコーϙϨーション）なͲ。
本学准教授を経て平成29年より現職。
平成27年4月～ϑϥンε、E4+ LiMMe（¬coMe 4VQÉrieVre de 
+oVrnaMiTme de LiMMe Ϧーϧ・ジϟーφϦζϜ高等ઐ学
校）ւ֎研म、平成27年椙山女学園大学ϕεトςΟー
νϟー、「ࢢຽとݴ論」実行ҕ員会ҕ員 

田 ହ子（わきた やすこ）

（
H
13
年
大
卒

　W
さ
ん
）

（
H
27
年
高
卒

　E
さ
ん
）

椙山女学園大学教育学部子Ͳも発ୡ学科教授、

ᅳ井 मҰ
ઐはジϟーφϦζϜ論、メσΟΞ論。

田 ହ子

మ、びശ、ٕٿ、ਫӭ、上なͲを୲当している。また、教平成27年4月～ϑϥンε、E4+ LiMMe（¬coMe 4VQÉrieVre de 
+oVrnaMiTme de LiMMe Ϧーϧ・ジϟーφϦζϜ高等ઐ学
校）ւ֎研म、平成27年椙山女学園大学ϕεトςΟー

イ
ン
ト
を
お
教
え
し
ま
す
。

器
械
運
動
で
は
目
的
の
技
を
会
得
す
る
た
め

に
、そ
の
技
の
要
素
と
な
る
、そ
の
技
よ
り
簡
単
な

技
を
反
復
練
習
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
ま

す
。逆
上
が
り
の
成
功
を
目
標
と
し
た
場
合
、逆

上
が
り
に
必
要
な
運
動
と
し
て
、マ
ッ
ト
運
動
の
ア

ン
テ
ナ（
逆
さ
の
姿
勢
）、後
転（
逆
上
が
り
に
近
い

動
き
を
会
得
）、登
り
棒
の
後
ろ
回
り
、登
り
づ
な

後
ろ
回
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。鉄
棒
運
動
と
し
て
、

団
子
虫
、布
団
ほ
し
、足
抜
き
、前
回
り
降
り
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
中
で
、特
に
要
と
な

る
運
動
と
し
て
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

�

・�

屈
腕
懸
垂（
だ
ん
ご
虫
）̌̍
秒
以
上

で
き
ま
す
か
？

両
手
で
鉄
棒
を
握
り
、あ
ご
を
鉄
棒
の
上
に
出

し
、膝
を
ち
ょっ
と
曲
げ
ま
す
。そ
の
姿
勢
を
維

持
し
ま
す
。

�

・�

前
回
り
降
り
が
で
き
ま
す
か
？

ツ
バ
メ（
腕
支
持
を
し
て
い
る
状
態
）か
ら
前
方

に
回
り
、腹
部
が
鉄
棒
か
ら
離
れ
、上
腕
筋
、

腹
筋
を
使
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
着
地
し
ま
す
。

さ
あ
、逆
上
が
り（
補
助
つ
き
）に
ト
ラ
イ
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

準
備
：
低
鉄
棒
を
使
用
。鉄
棒
を
床（
土
）上
に

置
い
た
イ
メ
ー
ジ
で
、そ
の
鉄
棒
を
真
ん
中
に
な
る

よ
う
に
前
後
に
足
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。握
り
方

は
、順
手
で
も
逆
手
で
も
結
構
で
す
。補
助
者
は
、

逆
上
が
り
を
す
る
人
の
後
ろ
足
側
の
横
、鉄
棒
の

前
側（
逆
上
が
り
を
す
る
人
は
鉄
棒
の
後
ろ
側
）に

位
置
し
ま
す
。

ト
ラ
イ
：
逆
上
が
り
を
す
る
人
の
足
は
、最
初
に

後
ろ
足
が
前
方
へ
、前
足
の
位
置
を
通
過
し
て
上

に
移
動
し
ま
す
。そ
の
時
に
、補
助
者
は
逆
上
が
り

を
す
る
人
の
後
ろ
足
の
膝
の
後
ろ
を
支
え
て
あ
げ

ま
す
。こ
こ
が
支
点
と
な
っ
て
前
足
と
尻
が
上
方
へ

上
が
り
、鉄
棒
が
お
な
か
に
き
ま
す
。一
瞬
、布
団
干

し
の
状
態
に
な
り
ま
す
が
、勢
い
が
あ
れ
ば
一
気
に

逆
上
が
り
の
完
成
で
す
。ポ
イ
ン
ト
は
鉄
棒
の
位
置

で
す
。へ
そ
よ
り
わ
ず
か
に
頭
側
に
鉄
棒
を
持
っ
て

く
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。下
半
身
が
重
た
く
な

り
、簡
単
に
完
成
し
ま
す
。手
首
は
反
し
ま
す（
谷

の
形
）。徐
々
に
キ
ッ
ク
を
強
く
、腕
を
使
っ
て
の
引

き
上
げ
を
強
く
し
て
い
く
と
同
時
に
補
助
が
少
な

く
な
り
、つ
い
に
補
助
な
し
で
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

低
学
年
の
子
ど
も
の
運
動
能
力
を
心
配
す
る

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
。逆
上
が
り
に
こ
だ
わ
ら
な

い
で
、様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動（
運
動
遊
び
）を
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。そ
の
よ
う
な
環
境
に
子
ど
も
を
置

い
て
あ
げ
る
と
、逆
上
が
り
な
ん
て
簡
単
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。

小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
で
示
さ
れ
た
低
学

年
の
器
械
・
器
具
を
使
っ
て
の
運
動
遊
び
に
よ
る
と

「
固
定
器
具
を
使
っ
た
運
動
遊
び
」、「
マッ
ト
を
使
っ

た
運
動
遊
び
」、「
鉄
棒
を
使
っ
た
運
動
遊
び
」、

「
跳
び
箱
を
使
っ
た
運
動
遊
び
」が
示
さ
れ
、こ
れ

ら
の
遊
び
は
中
学
年
・
高
学
年
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
運

動
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。低
学
年
の
鉄
棒
を

使
っ
た
運
動
遊
び
で
は
、跳
び
上
が
り
や
跳
び
下

り
、ぶ
ら
下
が
り
、や
さ
し
い
回
転
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
逆
上
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
学
年
に
な
る
と
鉄
棒
運
動
で
は
、基
本
的
な

上
が
り
技
や
支
持
回
転
技
、下
り
技
が
技
能
と
し

て
示
さ
れ
、基
本
的
な
上
が
り
技
の

例
示
と
し
て
膝
掛
け
振
り
上
が
り
、

補
助
逆
上
が
り
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。し
た
が
っ
て
、低
学
年
で
は
、

逆
上
が
り
の
前
段
階
の
基
礎
運
動

遊
び
が
示
さ
れ
て
お
り
、一
人
で
逆

上
が
り
が
出
来
る
の
は
高
学
年
で
い

い
ん
で
す
よ
。安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、「
逆
上
が
り
が
で
き
る
」

こ
と
は
小
学
生
に
と
っ
て
誇
り
で
す

ね
。「
逆
上
が
り
」は
他
の
鉄
棒
種
目

の
基
本
技
術
と
な
る
技
で
あ
り
、皆

さ
ん
も
子
ど
も
の
こ
ろ
、手
に
ま
め

を
作
り
な
が
ら
も
練
習
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、小
学
１
年
生
の
お
子
さ
ん

に
逆
上
が
り
を
で
き
る
よ
う
し
た
い

と
の
今
回
の
ご
質
問
。い
く
つ
か
の
ポ

���2
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ৄ、ࠐ加申ࢀ しい༰については、同૭会ࣄہ	052�781�5952
までお問い合わ くͤださい。 

年の様子ࡢ

年の様子ࡢ

年の様子ࡢ

年の様子ࡢ

年の様子ࡢ

ɹॴɿੀ山ঁֶԂ大ֶ
 ٰ͕Ωϟϯύε
 จԽใֶ෦ϝσΟΞ౩ࣨڭ���
ɹ࣌間ɿ�����ʙ�����
ɹࢀ加අɿແྉɹɹఆһɿ���໊ 

ϓϩϑΟʔϧࢣߨ

݈࢘�ޱɿେࢣߨ

椙山女学園େ学ڭҭ学෦։ઃ
��प年ه೦࠙会

˟464�8662 名古屋ࢢઍछ۠がٰݩொ17�3
椙山女学園同૭会ࣄہ
TELʗ052�781�5952
'"9ʗ052�781�7197
E�maiMʗitoHikVˏoH�TVHiyama�V�ac�KQ

ਃࠐΈํ๏

平成29年10月25日（ਫ）ਃࠐΈక

ਃࠐΈઌ

椙山女学園大学 生活科学部 准教授
1998年ذෞ大学大学Ӄ医学研究科ത࢜՝ఔमྃ。ՖԦࣜג会社生科
学研究ॴൽෘ科学研究部研究員、ஂࡒ๏人ذෞݝ国際バΠΦ研究ॴओ
任研究員、同෭部を経て2011年より現職。これまで一؏してൽෘ科学研究
にऔりんでおり、現ࡏは生活श׳とഽঢ়ଶの関࿈性をղੳする研究や、美
ഽ くͮりに有ޮなఱવૉࡐを୳ࡧする研究なͲを進めている。

●ॴɿ名古屋マϦΦοトΞιシΞϗςϧ 16'
λϫーζϘーϧϧーϜ　名古屋ࢢ中ଜ۠名Ӻ1�1�4

●時間ɿड16ɿ00　開16࢝ɿ30～19ɿ00
000加අɿ5ࢀ●ԁ
●申ࠐみక切ɿ7月10日（月）

椙山女学園大学教育学部は2007年開設から10प年を迎えました。
卒ۀ生1190名、開設10प年をه念して࠙会を開࠵することと
なりました。ջかしい卒ۀ生とԸ師の先生方が楽しい時を過ごし、
さらに卒ۀ生૬ޓのつながりもげていただきたいと思っております。
皆様お༠いあわͤのうえ、ごࢀ加くださいʂʂ

த同窓会࠙会ߴ

●ॴɿ山ఴΩϟンύεϥンνϧーϜ

会ʣ૯会ו෦ʢՖ়ࢧॏࡾ

●ॴ �εϖΠンྉཧ
 「コシーφ シΤελ」
（ࢢ日࢛） 
●時間 � 10ɿ45～14ɿ30
　　　　（ड10ɿ30～）
●会අ � 2000ԁ
会؍● �ϑϥメンコ
●ԋ ɿऀ西ଜ 政ҏ 他（椙山卒）

෦ʢΕΜ͛会ʣ૯会ࢧෞذ

●ॴ � ෞάϥンυϗςϧذ
 日本ྉཧ「吉」

（良川ࢢෞذ）
●時間 � 11ɿ30～
●会අ � 5000ԁ

౦ຊࢧ෦ʢͳͰ͜͠会ʣ૯会

●ॴ � ৽॓ϓϦンε
ϗςϧ25֊
෩μΠニンά

「'6G"（෩խ）」
●時間 � 12ɿ00～15ɿ00
●会අ � 8500ԁ

●ॴ � 名古屋ޫ؍ϗςϧ
●時間 � 11ɿ30～（ड11ɿ00～）
●会අ � 6000ԁ

Ѫࢧ෦ʢίεϞε会ʣ૯会

●ॴ �ϗςϧάϥンϰΟΞ大ࡕ 日本ྉཧ 「ුڮ」
●時間 � 12ɿ00～（ड11ɿ30～）
●会අ � 5000ԁ

ؔࢧ෦ʢ͢ΈΕ会ʣ૯会

同૭生の皆様お༠いあわͤの上、ͥ ひごࢀ加ください。
E V E N T  S C H E D U L E 年 間 行 事 予 定

年の様子ࡢ

年の様子●講師ɿᶃ๛田౧子（看護学部)27卒）ࡢ
อ健師（৽日ᮀॅۀ࢈　  （ཧࣨ勤߁名古屋ᮀॴ健（גۚ）
 ᶄᬒૉ子（人間関係学研究科)14卒）
 　心ཧྟচ家（中部大学学生૬ஊࣨ　ઐ任カンηϥー）　

●ॴɿがٰΩϟンύε 文化情報学部メσΟΞ౩001教ࣨ　
●時間ɿड9ɿ30　講ԋ会10ɿ00～11ɿ15

椙山ϗʔϜΧϛϯάσΠ
ରɿ女ઐ・大学・大学Ӄ卒ۀ生

˗ଔۀ生ʹΑΔߨԋձ

●ॴɿがٰΩϟンύε 大学会ؗ1' ৯ಊ
●時間ɿड11ɿ15～12ɿ30

˗ֶ෦ަྲྀձʢςΟʔύʔςΟʔʣ

̇卒ۀ生によるミニコンαート̇
4VHiyama Trio
7ioMin ૿田ཹཨ ・߳Piano Ѩ部ઍ・)orn ੨ر

ॅ・名ࢯ加ऀࢀの方はر加ごࢀ ॴ・ి 話番߸を໌هの
うえ、༿書・'"9またはメーϧでࣄہまでお申しࠐみください。
後日、֬ ೝ༿書を送いたします。当日डにごࢀ࣋ください。

（ి話でのお申ࠐみもड͚͚ております）

21日土
10月
21日土
10月

23日金
6月
23日金
6月

29日水
11月
29日水
11月

20日土
5月
20日土
5月

21日⸻
5月
21日⸻
5月

26日金
5月
26日金
5月

19日土
�月
19日土
�月

11日土
11月
ԋ会ߨ

11日土
11月
ԋ会ߨ

�日土
7月
�日土
7月

খ学ߍ߹同Ϋϥε会ɾ
࠙会

●ॴɿ椙山女学園大学附属খ学校
 ϑϨンυシοϓϗーϧ
●時間ɿ13ɿ00～15ɿ00
500加අɿ1ࢀ●ԁ

おとケーΩでܰؾな会ですʂʂ

2日土
9月
2日土
9月

ੀ山ঁֶԂ大ֶ 生׆Պֶ෦ ।ڭत

෦૯会ࢧ

)1Λ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻࡉৄ

ਃࠐΈ

別ࢴ申ࠐはがきにて
9月15日ʒ切ݫकで
お申しࠐみください。

����
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桑原

29.5.12
小井

①ランプシェード作成

参加申込、詳しい内容については、同窓会事務局(052-781-5952)までお問い合わせください。 

講師：雨宮勇（生活科学部教授）
●場所：同窓会館
●時間：13：00～15：00
●参加費：3,000円 ●定員：30名

④九星気学講座
　「2018年のアクション」

講師：渡邉佳那子（九星気学鑑定士・家政学研究科卒）
●場所：同窓会館 ●時間：13：00～15：00
●参加費：無料 ●定員：30名

講師：渡邉佳那子
　　　（九星気学鑑定士・家政学研究科卒）
●場所：同窓会館 ●時間：13：00～15：00
●参加費：無料 ●定員：30名

③トヨタ産業技術
　記念館見学会

講師：稲垣璃保（国際コミュニケーション学部卒）
●場所：トヨタ産業技術記念館
●時間：14：00～
●参加費：500円 ●定員：30名

講師：杉江今日子
 （（社）日本フラワーデザイナー協会・人間関係学部卒）
●場所：①・③ 同窓会館
 ② 日進キャンパス多目的ホール
●時間：13：30～15：30
●参加費：3,000円（１回）　●定員：20名

①アーティフィシャルを
　使ったアレンジメント

①「スマホを
　　　使いこなそう」

講師：橋本雅好（生活科学部准教授）学生団体wunit
●場所：①星が丘キャンパス 中央図書館
 ②星が丘キャンパス クリプトメリア館2F 201号室
●時間：① ② 10：30～12：00
●参加費：無料 　●定員：20名

②クリスマスアレンジ

③春の花を使ったブーケ

講座フラワーアレンジメント教室

学習会

講 習 会

研 修 会

講 習 会

同窓生の皆様お誘いあわせの上、ぜひご参加ください。
E V E N T  S C H E D U L E 年 間 行 事 予 定

29日土
7月

29日土
7月

9日土
12月

9日土
12月

10日土
30年2月

10日土
30年2月

3日土
6月

3日土
6月

講師：飯田哲郎
 （松谷化学工業研究所グループリーダー、　
 香川大学協力研究員）
●場所：生活科学部棟B108
●時間：13：00～15：00
●参加費：無料
●定員：100名
●対象：生活科学研究科修了生・在学生、学部在学生
●演題：未定

①生活科学研究科講演会2日土
9月

2日土
9月

講師：安田隆
 （名古屋市教育委員会教師力向上主任支援員）
●場所：椙山女学園大学附属小学校
 フレンドシップホール
●時間：9：30～11：30
●参加費：無料
●定員：80名
●対象：卒業生で現職の名古屋市小・中学校教員

②特別授業研究
　「小学2年生 道徳の授業」9日土

9月

9日土
9月

24日土
6月

24日土
6月

②「レターセットを作ろう」
　オリジナルレターセット作り他28日土

10月

28日土
10月

13日土
30年1月

13日土
30年1月

27日土
30年1月

27日土
30年1月

②九星気学講座
　「九星の特徴を知り
　人間関係にいかす」

7日土
10月

7日土
10月

講師：若林葵（花柳流師範・短期大学部卒）
●場所：同窓会館
●時間：13：00～15：00
●参加費：無料　
●定員：20名

着付け講習会
～着物の着付け始めは浴衣から～10日土

6月

10日土
6月

講師：藤井琴美
 （（一財）生涯学習開発財団認定インストラクター・
 短期大学部卒）
●場所： 同窓会館
●時間：10：00～12：00
●参加費：大人2,500円
　　　　　子供1,000円
●定員：20名

ビーズアクセサリー講習会
25日金
8月

25日金
8月

講師：中島梅
 （ベジフルフラワー
 アーティストプロフェッサー・
 家政学部卒）
●場所：同窓会館
●時間：13：00～15：00
●参加費：2,000円
●定員：10名

ベジフルフラワー講習会
16日土
12月

16日土
12月

講師：中村道年尼（椙山高校卒）
●場所：八事窯
●時間：10：00～14：00頃
●参加費：赤楽14,000円
 黒楽15,000円
●定員：20名

陶芸講習会
28日月
8月

28日月
8月

昨年の様子

講師：杉岡真弓（表千家教授・短期大学部卒）
●場所：同窓会館
●時間：13：00～15：00
●参加費：500円
●定員：20名

茶道盆点講習会
「おもてなしの心」4日土

11月

4日土
11月

昨年の様子

昨年の様子

1516
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ৄ、ࠐ加申ࢀ しい༰については、同૭会ࣄہ	052�781�5952
までお問い合わ くͤださい。 

ᶃ݄ͷཱݙ
ɺखܰͳ͓͢·͠ɺ֟͢͠　 ͳ·͢ɺ
ͷไॻমɺྛڕ　 ᠪޝ

　ɿ中య子（家政学部卒）ࢣߨ
●ॴɿがٰΩϟンύε
 教育学部౩ ௐཧ実शࣨ"202
●時間ɿ10ɿ30～12ɿ30
600加අɿ4ࢀ●ԁ）２ճ講（࠲
●定員ɿ10～15名
ちɿΤϓϩン࣋●

ඈଭຽଏଜ�ඈଭͷཬݟ学ɾ
会੮ྉཧڇ山άϦʔϯϗςϧにてඈଭߴ

ᶄࢣͷཱݙ
　౾͝൧ɺͱΖΖोɺࡾछɺ༘ ɺזࢠ
　ಲͱܲͷീ഼ר�ԹࡊΛఴ͑ͯɺ
　ೆӝϓϦϯ

˞2ճͰҰͭͷ࡞Λ࡞Γ·͢ɻ

ॳՆͷখཱྀߦ
ʙඈଭڇ会੮ͱߴ山ࡦࢄʙ

ྉཧߨश会

美子（家政学部卒）ٱޱɿਫࢣߨ
●ॴɿ同૭会ؗ　●時間ɿ13ɿ30～15ɿ30
600加අɿ4ࢀ●ԁ（2ճ講࠲ʗֹのྉۚはؚみまͤ ん）
●定員ɿ10名
#(ちɿԖච#または࣋●
 書͚なくなったϘーϧϖン
 （ਤҊをࣸすҝ）
 先のよく切れる༸ばさみ
 （Ѳりばさみఔの大きさ）
๓༻۩（待ち、๓いࡋ 
（なͲ一ൠతなものࢳ 

ΞοϓϦέɾΩϧτʢֆʣߨश会
ຖͷ৯ࣄ݈߁ͳੜ׆ͷૅجͱ
ͳΔͷͰ͢ɻ
؆୯にͰ͖ てඒຯ͠いྉཧΛָ͠Έ·͠ ΐ͏ʂʂ

ΞοϓϦέͷٕ๏Λ学Ϳͱڞにɺ
同࣌にΩϧτਐ͠ߦてい͘
ಠಛͳํ๏ͰֆΛඳいͨΑ͏ ͳงғؾͷ
࡞Λ੍࡞ ·͠ ʂ͢ʂ

●ू合時間ɿ8ɿ00 ●ू合ॴɿӫςϨϏౝલ
300加අɿ9ࢀ●ԁ（平成28年年会අೲೖऀ8300ԁ）

平成��年度ʮॳՆͷখཱྀߦʯ
ʙژʙ

予告

ਆࣾࡔɺീࣉѨከʢฮྉʣ∁ࠨ

（にてߐࡸ）年のॳՆのখཱྀ行ࡢ

Πϕϯτ

ΦʔϓϯΧϨοδ࿈࠲ߨܞ

同૭生の皆様お༠いあわͤの上、ͥ ひごࢀ加ください。
E V E N T  S C H E D U L E 年 間 行 事 予 定

7日水
6月

7日水
6月

6日水
30年6月

6日水
30年6月

●定員ɿ40名
●時間ɿ8ɿ45ू合　9ɿ00出発　17ɿ00ղࢄ
500加අɿ4ࢀ●ԁ
 （平成28年年会අೲೖऀ 3500ԁ）

学会�ۜͷͱഅݟ
25日水
10月

25日水
10月

અΛָ͠Ή会ق

)1Λ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻࡉৄ

22日水
11月

22日水
11月

26日金
30年1月

26日金
30年1月

23日金
30年2月

23日金
30年2月 30日土

9月

30日土
9月

16日土
12月

16日土
12月

��

ຯΊ͙Γ
େ学同窓会ɾ
Ѫࢧ෦ίϥϘا画

27日水
9月

27日水
9月

000加අɿ6ࢀ●ԁ
 （平成28年年会අೲೖऀ 5000ԁ）
●定員ɿ45名 )1Λ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻࡉৄ

ຊྉཧh ኍ ͱɦࠜɾҏਧ山

29.4.15
ҏ౻ઍ

29.4.27
小池

29.5.8
桑原

29.5.12
小井

平成2�年度　椙山女学園同窓会事業ใࠂ

学園同૭会૯会・ࢧ部会 ・ٞ・・・・・・・・・・・・・・・4�23（）      
大学同૭会૯会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4�23（）      
高中同૭会૯会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4�23（）      
大学同૭会運Ӧ員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ᶃ4�23（）　  ᶄ7�23（）　 ᶅ9�24（）
ᶆ11�26（）　ᶇ)29ɿ2�4（）

高中同૭会評ٞ員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ᶃ4�23（） ᶄ5�21（） ᶅ7�30（） ᶆ9�24（） 
ᶇ11�12（） ᶈ12�１0（） ᶉ)29ɿ2�25（）
生活科学・家政学部代දऀ会ٞ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ᶃ5�7（）　ᶄ10�22（）　ᶅ)29ɿ1�̓（）
学園同૭会ཧࣄ会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ᶃ5�28（）　ᶄ7�16（）　ᶅ9�10（）
ᶆ11�5（）　ᶇ)29ɿ1�21（）　ᶈ)29ɿ3�18（）

文学部会ٞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ᶃ6�4（） ᶄ12�3（）
期大学部会 ・ٞ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ᶃ6�11（）　ᶄ10�29（）　ᶅ)29ɿ2�11（）
学園同૭会評ٞ員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ᶃ7�23（）　ᶄ11�26（）　ᶅ)29ɿ3�25	）
学園同૭会員会・৽年࠙会・・・・・・・・・)29ɿ1�29（日）      

大学ೖ学ࣜ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4�4（月）
খ学校ೖ学ࣜ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4�5（Ր）
高等学校・中学校ೖ学ࣜ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4�6（ਫ）
ཹ学生迎会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4�21（）
ཹ学生ऴྃࣜ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・)29ɿ1�28（）
高等学校卒ۀ ・ࣜ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・)29ɿ3�1（ਫ）
大学卒ূۀ書学Ґه授༩ࣜ・・・・・・・・・・・・)29ɿ3�15（ਫ）
খ学校卒29(・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ࣜۀɿ3�17（ۚ）

ձٞ ࣄߦ

ࣜయྻ੮

部૯会「ւ山道ਆ社」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5�7（）ࢧॏࡾ
きりֆでうちわ࡞り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5�7（）
ϑϥϫーΞϨンジメント教 ・ࣨ・・・・・・・・・・・・・・・・・ᶃ5�14（）

ᶄ8�6（）　ᶅ12�10（）　ᶆ)29ɿ2�18（）
5�19（）・・・・・・・・・・「ෞάϥンυϗςϧذ」部૯会ࢧෞذ
関౦（౦日本）ࢧ部૯会 「β・ϓϦンε ύーΫλϫー౦ژ」・・5�22（日）
ॳՆのখཱྀ行「井ߐࡸ・ݝ」・・・・・・・・・・・・・・・・・・6�8（ਫ）
着͚講श会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6�11（）
ຯめ͙ り「ΨーσンϨεトϥン　ಙ川園」・・・・・・・6�25（）
高中同૭会設ཱ10प年ه念࠙会「ϩーζコートϗςϧ」・・・7�2（）
学श会「λϒϨοトのい方」・・・・・・・・・・・・・7�30（）
ϑϥメンコ講श会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7�30（） 
ϏーζΞΫηαϦー講श会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8�19（ۚ） 
ಃܳ講श会「ീࣄ༼」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8�29（月） 
ϑϥ講श会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9�9（ۚ） 
・・・「とఱવ҂ྉཧݟࣂのӏ࢈Ҩۀ世ք」部研म会ࢧෞذ

9�27（Ր）
学श会「άϦーςΟンάカーυ・年լঢ়࡞成」・・・10�8（）
学園同૭会ୈ5ճ講ԋ会 མ合恵子・・・・・・・・・・・10�8（）
椙山ϗーϜカミンάσΠ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10�15（）
 અを楽しΉ会　「౦山・फઅ҇」・・・・・・・・・・10�18（Ր）ق
ΦーϓンカϨοジ「ϏーζΞΫηαϦー講श会」・・・・・・・・・・・・・

ᶃ10�21（ۚ）　ᶄ11�18（ۚ）

（ۚ）10�21・・・・・・・・・「世ݟळ名古屋顔ۋ」࠲園ޚ ܶ؍
講࠲「トϤλٕۀ࢈ज़ه念ؗに勤めて」・・・・・10�22（）
道ຍ点講श会「おもてなしの心」・・・・・・・・・・10�29（）
Ѫࢧ部バεཱྀ行「のؙ」・・・・・・・・・・・・11�9（ਫ）
学会「ઇҹメάミϧΫ・๛川Ҵՙ」・・・・・・・・・11�17（）ݟ
ΦーϓンカϨοジ道「දઍ家」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ᶃ11�24（）　ᶄ12�15（）
関西ࢧ部૯会「ϗςϧάϥンϰΟΞ大ࡕ・ු （日）11�27・・「ڮ
 11�29（Ր）・・・・・・・・「২え講श会ͤد」会部交ࢧॏࡾ
人間関係学部開設30प年ه念講義・交ྲྀύーςΟ・・12�3（）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・「ϦトϧマーメΠυ」ق࢛ஂܶ ܶ؍

12�28（ਫ）　)29ɿ3�30ʪ）
εトϨονମૢ講श会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・)29ɿ2�3（ۚ）   
ϕジϑϧϑϥϫー講श会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・)29ɿ3�4（）  

��

支出の部
項　目 予算額 決算額 増　減 備　考
奨学金 400,000 0 400,000 H29年度に繰越
雑費 15,000 14,820 180 振込手数料

次年度繰越金 7,041,116 7,341,851 △	 	300,735
合計 7,456,116 7,356,671 99,445

収入の部
項　目 予算額 決算額 増　減 備　考

奨学金寄付 900,000 801,000 99,000 ゆうちょ銀行　731,000円	・	ＵＦＪ銀行	70,000円			150名+1件
利息 500 55 445

前年度繰越金 6,555,616 6,555,616 0
合計 7,456,116 7,356,671 99,445

平成2�年度　椙山女学園同窓会学ۚࢉܾ�ཱۚੵۚجใࠂॻ（平成28年4月1日～平成29年3月31日）
△増　単位：円

椙山女学園同窓会　平成2�年度ܾࢉใࠂॻ（平成28年4月1日～平成29年3月31日）
△増　単位：円

上記の通り報告いたします。
　平成29年4月13日　会計　早田 芳子　田口 佳代

上記監査の結果正当なものと認めます。	
　平成29年4月13日　監査　菅沼 友子　板津 直子

収入の部
項　　目 予算額 決算額 増　　減 備　　考

入 会 金 35,260,000 35,180,000 80,000 大学1,235名・大学院11名＠20,000
高校163名	・	中学260名＠20,000
小学校90名＠20,000

年 会 費 6,000,000 5,518,000 482,000 2,759名＠2,000
維 持 管 理 費 10,000 8,000 2,000
寄 付 金 収 入 0 0 0
奨 学 金 組 入 400,000 0 400,000 H29年度へ繰越
特 別 収 入 0 0 0
雑 収 入 20,000 20,110 △	 110
利 息 40,000 22,889 17,111 各行定期・普通利息
前 年 度 繰 越 金 15,242,852 15,242,852 0

計 56,972,852 55,991,851 981,001
支出の部

項　　目 予算額 決算額 増　　減 備　　考

１．事業費

会 報 発 行 費 1,900,000 1,753,953 146,047 会報15,000部、発送4,200部（年会費納入者＋新正会員）
特 別 通 信 費 4,430,000 3,720,000 710,000 年会費未納者48,000名宛発送物、印刷・送料
大 会 費 0 0 0
支 部 費 1,020,000 1,020,000 0 愛知30万・東日本27万・関西15万・岐阜15万・三重15万
奨 学 金 1,400,000 1,400,000 0 大学5名（各20万）、高校4名（各5万）、中学4名（各5万）
糸 菊 分 担 金 500,000 500,000 0 3,200冊
卒 業 記 念 品 費 2,300,000 2,188,400 111,600 高校・大学用七宝栞2,000個,小学校オルゴール200個
Ｈ Ｐ 運 営 費 400,000 355,320 44,680 ホームページ改修（活躍する同窓生一覧・ページリンク）
活 動 費 3,272,000 3,221,340 50,660 講演会、各講座講師料、講師交通費、写真等
特 別 行 事 費 2,000,000 2,000,000 0 高中同窓会設立10周年・人間関係学部設立30周年

２．管理費

人 件 費 5,300,000 4,901,500 398,500 事務職員給料5名
設 備 維 持 費 300,000 162,000 138,000 名簿システム改修料
水 道 光 熱 費 350,000 246,397 103,603 ガス、水道料金
備 品 費 200,000 303,560 △	 	103,560 会議椅子20脚・ピクチャーレール・名札・腕章
会 議 費 3,400,000 2,088,160 1,311,840 常任理事会・理事会・評議員会・各委員会
交 通 費 3,200,000 2,328,140 871,860 事務員・常任理事会・理事会・評議員会・各委員会
通 信 費 2,900,000 2,636,699 263,301 会議案内の発送、切手・はがき代
消 耗 品 費 870,000 794,344 75,656 複合機カウンター料、事務用品、台所用品代
雑 費 ・ 手 数 料 520,000 495,126 24,874 振込手数料、税理士顧問料、貸金庫使用料
印 刷 費 650,000 439,668 210,332 会則、封筒、伝票、卒業記念品添状
予 備 費 1,200,000 0 1,200,000

３．積立金 事 業 積 立 金 5,020,000 10,015,141 △	 	4,995,141 三菱東京UFJ銀行定期、各行定期・普通利息
同 窓 会 館 維 持 費 500,000 1,000,000 △	 	500,000 三菱東京UFJ銀行定期

４．慶弔費 慶 弔 費 700,000 451,464 248,536 卒業・入学式・各行事祝花、供花、弔電代
次 年 度 繰 越 金 14,640,852 13,970,639 670,213

計 56,972,852 55,991,851 981,001



29.4.15
ҏ౻ઍ

29.4.27
小池

29.5.8
桑原

椙山女学園同窓会奨学金について
　平成23年より、学園同૭会学੍ۚを中学校・高等学校の生ె、大学生・大学Ӄ生をରとして実ࢪしております。現ࡏまで、皆様のਂいごཧղを
いただき、ごدをࣀりましたこと、ް くྱޚ申し上げます。本年もҾきଓきごྗڠ、ごࢧ援をおئいいたします。一ޱઍԁ、ԿޱでもՄとさͤ ていただきます。
ごدいただきました方はر（のͧみ）にお名લをࡌܝさͤ ていただきます。

ੀֶঁࢁԂಉ૭ձձඅೲೖͷ͓͍ئ
　同૭会の活動は、会員の皆様の年会අと৽ೖ生のೖ会ۚによって運Ӧされております。これらのೲೖۚは、「ر（のͧみ）」の発ץ、学ۚ、講ԋ会、ه念ࣄ
֤、ۀ 学校同૭会活動අ、ࢧ部活動අ、卒ۀ生のه念ଃఄ等にわͤていております。皆様とともにより充実した同૭会活動の運Ӧඅとなりますので、会
අೲೖとともに同૭会活動のごࢀ加をよろしくおئいします。

年会අは1年2000ԁです。
名 椙山女学園同૭会（いとぎく会）࠲ޱ˗　番߸（༣ศ振ସ） 00800�0�21950࠲ޱ˗
　 同෧のઐ༻振ࢴ༺ࠐをごར༻ください。 ˞同૭会ࣄہでもೲೖできます。ࣗ 動ܧଓҾきམとしをごرの方は同૭会ؗࣄہにご࿈བྷください。

他ۚ༥ػ関からの振࠲ޱ༺ࠐ番߸　ʓീ（θϩϋνΩϢ）ళ（089）　当0021950　࠲（同෧の振ࢴ༺ࠐҎ֎は振ࠐख数ྉはご本人ෛ୲となります）

ҨଃʹΑΔد੍ʹ͍ͭͯ
　椙山女学園では༏れた教育と研究をさらに発展さͤ るためにҨଃによるدۚをड͚͚ています。本学園の卒ۀ生や一ൠ有ࢤの方で、ݸ人のॴ有する࢈ࢿ
をকདྷご本人が੦去された時に、その࢈ࢿのશ部または一部を本学園にҨଃしていただき、Ҩଃされた࢈ࢿを本学園の教育・研究活動のݯࡒとして活༻さͤ てい
ただくものです。本学園ではҨݴ৴ୗに関する૬ஊ૭ޱとして、ࡾ井ॅ༑৴ୗۜ行をհさͤ ていただき、ઐελοϑが૬ஊをおड し͚ます。

˗੫の༏۰ાஔ
　 学校๏人の࢈ࡒのҨଃがあった合は、そのҨଃした࢈ࡒは૬ଓ੫のඇ՝੫࢈ࡒとなります。

˗お問い合わͤ
　 学校๏人椙山女学園（ࡒ経ཧ՝） 052�781�1186（代ද） ʗ 椙山女学園同૭会 ࣄ052�781�5952 ہ

ৼࠐઌ 椙山女学園同窓会ʢ同෧ͷৼࢴ༺ࠐҎ֎ৼࠐखྉ͝ຊਓෛ୲ͱͳΓ·͢ʣ

学ۚͷدΛ͍͍ͯͨͩͨ͠օ༷�（2016年4月1日～2017年3月31日まで） ごཧղとごڠ をྗいただきにありがとうございました。

（Իॱेޒ	

૯人数ɿ150名�1݅
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平成29年度　椙山女学園同窓会事業計画

ࣜయྻ੮

学園同૭会૯会・ࢧ部会 ・ٞ・・・・・・・・・・・・・・・4�22（）
大学同૭会૯会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4�22（）
高中同૭会૯会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4�22（）
大学同૭会運Ӧ員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ᶃ4�22（）　ᶄ7�29（）　ᶅ9�16（）
ᶆ11�25（）　ᶇ)30ɿ2�17（）

高中同૭会評ٞ員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ᶃ4�22（）　ᶄ6�24（）　ᶅ10�14（）
ᶆ12�9（）　ᶇ)30ɿ2�24（）

学園同૭会ཧࣄ会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ᶃ5�27（）　ᶄ7�15（）　ᶅ9�9（）
ᶆ11�25（）　ᶇ)30ɿ1�20	）　ᶈ)30ɿ3�17	）

生活科学・家政学部代දऀ会ٞ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ᶃ6�3（）　ᶄ10�7（）　ᶅ)30ɿ1�13（）

期大学部会 ・ٞ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ᶃ6�10（）　ᶄ11�4（）　ᶅ)30ɿ2�4（日）

文学部会ٞ・・・・・・・・・・・・・・・・ᶃ6�17（）　ᶄ12�9（）
学園同૭会評ٞ員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ᶃ7�22（）　ᶄ12�2（）　ᶅ)30ɿ3�24	）
学園同૭会員会・৽年࠙会・・・・・・・・・・)30ɿ1�28（日）

部૯会「εϖΠンྉཧ・コシーφ シΤελ」・・5�20（）ࢧॏࡾ
౦日本ࢧ部૯会「৽॓ϓϦンεϗςϧ・'6G"」・・・5�21（日）
（ۚ）5�26・・・・・「ෞάϥンυϗςϧ・吉ذ」部૯会ࢧෞذ
講࠲「ϥンϓシΣーυ࡞成」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6�3（）
ॳՆのখཱྀ行「ඈଭڇ会੮と高山ࡦࢄ」・・・・・・・・6�7（ਫ）
着͚講श会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6�10（）
Ѫࢧ部૯会「名古屋ޫ؍ϗςϧ」・・・・・・・・・・・6�23（ۚ）
学श会h εマϗをいこうなそうɦ ・・・・・・・・・・・・・・・・6�24（）
高中࠙会「山ఴϥンνϧーϜ」・・・・・・・・・・・・・・・・・・7�8（）
ϑϥϫーΞϨンジメント教 ・ࣨ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ᶃ7�29（）　ᶄ12�9（）　ᶆ)30ɿ2�10（）
教育学部開設10प年ه念࠙会・・・・・・・・・・・・・8�19（）
ϏーζΞΫηαϦー講श会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8�25（ۚ）
ಃܳ講श会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8�28（月）
খ学校同૭会合同Ϋϥε会・࠙ 会・・・・・・・・・・・・・9�2（）
生活科学研究科講ԋ会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9�2（）
ಛ別授ۀ研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9�9（）
ຯめ͙ り（大学同૭会・Ѫࢧ部コϥϘاը）日本ྉཧh ኍ とɦࠜ・ҏਧ山・・

9�27（ਫ）
ΦーϓンカϨοジ「ྉཧ講श会」・・ᶃ9�30（） ᶄ12�16（）
講࠲「ؾ学講࠲」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10�7（）

椙山ϗーϜカミンάσΠ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10�21（）
学会「ۜのとഅ」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10�25（ਫ）ݟ
学श会「Ϩλーηοトを࡞ろう」・・・・・・・・・・・・・・・・・・10�28（）
道ຍ点講श会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11�4（）
学園同૭会ୈ6ճ講ԋ会 大ޱ健11�11・・・・・・・・࢘（）
અを楽しΉ会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11�22（ਫ）ق
関西ࢧ部૯会「ϗςϧάϥンϰΟΞ大ࡕ・ු （ਫ）11�29・・「ڮ
ϕジϑϧϑϥϫー講श会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12�16（）
ΦーϓンカϨοジ「ΞοϓϦケ・Ωϧト（ֆ）講श会」・・・・・・・・

)30ɿ1�26ʪۚ）　)30ɿ2�23ʪۚ）
講࠲「トϤλٕۀ࢈ज़ه念ؗݟ学会」・・・・・・)30ɿ1�13（）
講࠲「ؾ学講࠲」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・)30ɿ1�27（）

大学ೖ学ࣜ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4�3（月）
খ学校ೖ学ࣜ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4�5（ਫ）
高等学校・中学校ೖ学ࣜ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4�6（）
ཹ学生迎会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4�20	）
ཹ学生ऴྃࣜ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ະ定
高等学校卒ۀ ・ࣜ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・)30ɿ3�1（）
খ学校卒30(・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ࣜۀɿ3�14（ਫ）
大学卒ূۀ書学Ґه授༩ࣜ・・・・・・・・・・・・)30ɿ3�15（）
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平成29年度　椙山女学園同窓会学ཱۚۚੵۚج�༧ࢉ（平成29年		4月	22日）
　　△増　単位：円

椙山女学園同窓会　平成29年度ऩࢧ༧ࢉ
（平成29年		4月	22日）　　△増　単位：円

収入の部
項　　目 H28年度決算額 Ｈ29年度予算額 増　　減 備　　考

入 会 金 35,180,000 37,800,000 △	 	2,620,000 大学1,399名・大学院8名＠20,000
高校188名・中学211名＠20,000
小学校84名＠20,000

年 会 費 5,518,000 6,000,000 △	 	482,000 3,000名＠2,000
維 持 管 理 費 8,000 6,000 2,000
寄 付 金 収 入 0 0 0
奨 学 金 組 入 0 800,000 △	 	800,000 H28・H29年度分（40万×2）
特 別 収 入 0 1,000,000 △	 	1,000,000 教育学部10周年行事資金、十六銀行定期口座より
雑 収 入 20,110 10,000 10,110
利 息 22,889 10,000 12,889 各行定期・普通利息
前 年 度 繰 越 金 15,242,852 13,970,639 1,272,213

計 55,991,851 59,596,639 △	  3,604,788
支出の部

項　　目 H28年度決算額 H29年度予算額 増　　減 備　　考

１．事業費

会 報 発 行 費 1,753,953 1,800,000 △	 	46,047 会報15,000部、発送4,400部（年会費納入者＋新正会員）
特 別 通 信 費 3,720,000 4,500,000 △	 	780,000 年会費未納者48,000名宛発送物（ホームカミングデイハガキ込）、印刷・送料
大 会 費 0 0 0
支 部 費 1,020,000 1,020,000 0 愛知30万・東日本27万・関西15万・岐阜15万・三重15万
奨 学 金 1,400,000 1,400,000 0 大学5名（各20万）、高校4名（各5万）、中学4名（各5万）
糸 菊 分 担 金 500,000 500,000 0 3,200冊
卒 業 記 念 品 費 2,188,400 2,000,000 188,400 高校・大学用七宝栞2,000個
Ｈ Ｐ 運 営 費 355,320 300,000 55,320 新サーバー対応設定
活 動 費 3,221,340 3,000,000 221,340 講演会、各講座講師料、講師交通費、写真等
特 別 行 事 費 2,000,000 1,000,000 1,000,000 教育学部開設10周年記念懇親会

２．管理費

人 件 費 4,901,500 5,300,000 △	 	398,500 事務職員給料5名
設 備 維 持 費 162,000 100,000 62,000 名簿システム改修料・ウィルスバスター更新料
水 道 光 熱 費 246,397 300,000 △	 	53,603 ガス、水道料金
備 品 費 303,560 800,000 △	 496,440 名簿管理用パソコン2台・システム検証・初期設定・処分費
会 議 費 2,088,160 3,300,000 △	 	1,211,840 常任理事会・理事会・評議員会・各委員会
交 通 費 2,328,140 3,200,000 △	 	871,860 事務員・常任理事会・理事会・評議員会・各委員会
通 信 費 2,636,699 3,100,000 △	 	463,301 会議案内の発送、切手・はがき代
消 耗 品 費 794,344 845,000 △	 	50,656 複合機カウンター料、事務用品、台所用品代
雑 費 ・ 手 数 料 495,126 516,000 △	 	20,874 振込手数料、税理士顧問料、貸金庫使用料
印 刷 費 439,668 580,000 △	 	140,332 ホームカミングデイ案内・会則、封筒、伝票、卒業記念品添状
予 備 費 0 1,300,000 △	 	1,300,000

３．積立金 事 業 積 立 金 10,015,141 10,020,000 △	 	4,859 三菱東京UFJ銀行定期、各行定期・普通利息
同 窓 会 館 維 持 費 1,000,000 1,000,000 0 三菱東京UFJ銀行定期

４．慶弔費 慶 弔 費 451,464 500,000 △	 	48,536 卒業・入学式・各行事祝花、供花、弔電代
次 年 度 繰 越 金 13,970,639 13,215,639 755,000

計 55,991,851 59,596,639 △	 3,604,788

支出の部
項　目 Ｈ28年度決算額 Ｈ29年度予算額 増　減 備　考
奨学金 0 800,000 △	 	800,000 通常運用口座へ奨学金組入れ
雑費 14,820 14,000 820 振込・振替手数料

次年度繰越金 7,341,851 7,227,901 113,950
合計 7,356,671 8,041,901 △	 	685,230

収入の部
項　目 Ｈ28年度決算額 Ｈ29年度予算額 増　減 備　考
奨学金寄付 801,000 700,000 101,000
利息 55 50 5

前年度繰越金 6,555,616 7,341,851 △	 	786,235
合計 7,356,671 8,041,901 △	 	685,230
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1.梅雨・夏の弁当に入れては
 いけないもの

2.梅雨・夏の弁当で
 傷みにくいおかず

1 鶏肉をひと口大に切り、ボールに
 醤油・酒・生姜を入れ7～8分漬け込む。
 7～8分後、ボウルに片栗粉を加え
 混ぜ合わせる。
2 1の鶏肉に、粗めにくだいたぶぶあられをまぶす。
3 魚焼きグリルに鶏肉を並べ、中火で上下返して5分焼く。

揚げないから揚げ

鶏肉（もも肉） 100ｇ
ぶぶあられ 20ｇ
醤油 大さじ1

生姜（すりおろし） 4ｇ
片栗粉 大さじ1

●生野菜
●果物・フルーツ
●炒飯・混ぜご飯・丼
●練り物・加工品・乳製品
●煮物
●ポテトサラダ・マカロニサラダ
●いも類・根菜類
●生肉・生魚
●もやし・なすび・ブロッコリーなど
　水分を多く含むもの

●ピクルス
●肉のしそ巻き
●きんぴら
●生姜焼き
●から揚げ

3.梅雨・夏の弁当の食中毒対策

●食材は完全に火を通す
●温かいものは冷ましてから詰める
●梅干、酢のパワーで殺菌効果
●水分の多い食品は使わない
●食材を素手で触らない
●肉・魚・野菜でまな板を変える
●保冷材を使う
●弁当箱の消毒・除菌

食中毒の三原則
付けない、増やさない、除菌滅菌

梅 ！雨 う・ よ夏 ての っ弁 作に をも 安 か心 な ずお当 み

細かいあられをまぶして
衣代わりに。
魚焼きグリルで焼き、
油を使わず仕上げる。

材料【1人分】

1 味噌・みりん・砂糖・酒・醤油をボウルに入れ混ぜる。
2 フライパンにサラダ油を入れて熱し、豚肉を焼く。
3 豚肉に火が通ったら1の調味料を加え、
 強火でさっと炒める。
 焦げつきやすいのでさっと仕上げるのがコツ。

豚のみそ焼き

豚肉 100ｇ
味噌・みりん 各大さじ1
砂糖・酒 各大さじ1/2

醤油 小さじ1/2
油 適量

簡単に作れて、甘くて
美味しい。
生姜焼きもよいが、
味噌味も楽しめる1品!

材料【1人分】

梅雨から夏の
弁当作りで
知っておきたい
ポイント!

ク グンキッ
か たんん

弁当ミニ知識

お母さん・奥さんが作る
愛情たっぷりのお弁当。
でも梅雨から夏にかけては
おかずが傷まないか心配になりますよね。

そこでかんたんでおいしく作れる傷みにくいおかずをピックアップ！
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29.4.13
平野

29.4.15
奥村

29.4.27
小池

29.5.8
桑原

29.5.12
小井

～謹んでお悔やみ申し上げます～

旧職員（生活科学部教授） 川岸 舜朗 先生 平成28年5月15日
旧職員（生活科学部教授） 安本 教傅 先生 平成28年9月11日
旧職員（現代マネジメント学部教授） 吉田 良生 先生 平成28年9月20日
旧職員（家政学部助教授） 安田 盈子 先生 平成26年4月20日

●大学
国際コミュニケーション学部 教　授 加藤 益幹 先生
国際コミュニケーション学部 准教授 Darren Raymond ELLIOTT 先生　
人間関係学部 准教授 中野 有美 先生　
現代マネジメント学部 教　授 吉田 良生 先生
現代マネジメント学部 准教授 Robert Patrick Gee 先生
看護学部 准教授 荒井 淑子 先生

●高等学校
教　諭 近藤 己紗子 先生
教　諭 西野 はぎな 先生

●中学校
教　諭 田島 春菜 先生

卒後直ちに奉職して
48年、「人間になろ
う」を目指して数多く
の後輩と人生を切り
結べたことを感謝し
ています。女性の輝く
時代を期待します。

生活科学部 教授

續 順子先生

人生で一番充実した
時を問われたら、皆
様と過ごした椙山で
の１２年間を先ず挙
げます。皆様のご健
勝、学園の益々の発
展をお祈り致します。

生活科学部 教授

間瀬 民生先生

他学で講師、助教授
12年、本学で教授
30年間、お世話にな
りました。これから、肩
書きは、運命学評論
家、コトバ評論家に
なります。応援して下
さいね。

人間関係学部 教授

加藤 主税先生

今、去り行くにあた
り、この学園での多く
の人たちとの出会い
に感謝し、また一緒
に語り合い、楽しい
思い出をたくさん残し
てくれた学生たちの
顔をひとりひとり想い
出しています。

人間関係学部 教授

山本 正和先生

メーカでの20年の研
究開発を経て、本学
園に着任して25年、
充実した教育・研究
生活を送ることができ
大変嬉しく思っていま
す。これも学園や学生
の皆様に恵まれたお
かげで感謝、感謝で
す。学園の益々のご発
展を祈念いたします。

文化情報学部 教授

中島 豊四郎先生

35年振りの名古屋
で，わずか3年間でし
たが，楽しく研究・教
育を行うことができま
した。学生および教
職員の皆さんに感謝
するとともに，学園の
益々の発展をお祈り
致します。

現代マネジメント学部 教授

小島 廣光先生

教育学部の開設から
10年、学生たちや同
僚の先生方、併設・
附 属 の 教 職 員 の
方々に恵まれ、充実し
た日 を々過ごすことが
できました。学園のさ
らなるご発展を心より
お祈り申し上げます。

教育学部 教授

大森 隆子先生

人生は，別れと出会い
の交差点と申します。別
れがあれば，出会いがあ
る訳です。その別れの一
人である私も，これまで
同じ道を歩んでくださっ
た皆様に感謝しつつ、
この交差点から皆様と
は別の道に向かって進
んでいきます。本当にあ
りがとうございました。

教育学部 教授

酒井 照彦先生

本学には7年間勤
め、熱心な学生ととも
に楽しく有意義な時
間を過ごしました。退
職後は医療と社会を
結ぶ活動を行いたい
と思っています。

看護学部 教授

太田 美智男先生

定年を迎えられた先生からのごあいさつ
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奥村
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小池
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桑原
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上هのΞンケートճと、ᶃ༣ศ番߸ᶄॅॴᶅࢯ名ᶆి話番߸ᶇメーϧΞυϨεをごهೖの上、ϋΨΩ・'"9・メーϧのいずれかで
椙山女学園同૭会までおد くͤださい。（Ѽ先は下ࢀهর）క切は�݄��。みなさんのご応ื、お待ちしていますʂ

今ճも評اըをおಧ し͚ます。
Ξンケートにえてくださった方શ員にもれなく
椙山ΦϦジφϧάοζをͲͲ～んとϓϨθントʂ
Կが送られてくるかはお楽しみですよˑ

編集後記

■ 住所変更
ご結ࠗ、సډなͲで名લ、ॅ ॴが
変ߋされた方は同૭会ࣄہ
ご࿈བྷください。
ॅॴ変ߋखଓきの際、会員番
߸、卒ۀ年、学校、学部、生年
月日等を֬ೝさͤ ていただきます。
また、ご家、お༑ୡなͲ卒ۀ生
で༣送がಧかない方がいらっ
しΌいましたら、ご࿈བྷください。

■ クラス会幹事さんのお手伝いいたします。
●同窓生住所データ抽出とお渡し。
●案内状発送時のラベルシール無料作成。
●はがきへの印刷。（はがきと内容データは持込ください）
●案内および報告のホームページ掲載。

がٰΩϟンύε同૭会ؗにて申書にごهೖいただきま
す。ԕ方のためདྷؗができない方には༣送でもঝりますが、その
際はおి話にて本人֬ೝをさͤ てきますのでごྃঝください。

同窓会ϗʔϜϖʔδΛ
�ʂ͍ͩ͘͞༺׆͝

同૭会ϗーϜϖージは同૭会の活動ঢ়گや情報がϦΞϧλΠϜで৴されて
おります。動ըもお楽しみいただ͚ ます。ੋ ඇϗーϜϖージをごཡください。

ԋձʮΧϦϤϯͱ͍ߨ ͏ָ ɺΧϦϤϯͱ͍ث จ͏Խʯ（平成29年１月１̒ 日　山ఴΩϟンύε）
カϦϤンの発ҬのϕϧΪーにॅࡏでカϦϤンに しৄいদߐສཬ子ࢯによる講ԋ会を開࠵しました。
দࢯߐはυΠπ日本研究ॴで研究࢘書、ϕϧΪーの大学でઐ任講師なͲをྺ任の後、現ࡏԦཱカϦϤ

ンԻ楽Ӄに勤し、カϦϤンऀの֨ࢿऔಘऀでもあります。本学園のۚ߶（カϦϤン）のように80年Ҏ
上にってख動で໐され教育の中にऔりೖれられているというྫ は、日本はもちろん世քでも他にྫを
らないとのことで、ۚ ߶のࢹにདྷ校され、そのંに併ͤて講ԋをしていただきました。

今ճの講ԋでࢹ野を世քにげてそのϧーπや文化をることによって、վめて「ۚ߶」についてߟえるよいػ会になりました。

ԋձʮલാΨϯόϨʂΨϯόϨʂχοϙϯʂʯ（平成29年１月２̕ߨ 日　Πーϒϧなごや）
　名古屋ࢢ教育ҕ員会からྺ࢙文化ؗにཁがあり、２̌ 名̌の方をલに講ԋを行いました。
લാさんの生֔は、ઓલの国Җ発༲時代のॏѹとಆってのۚメμϧ֫ಘ、ࣗ のපؾとಆってのى࠶なͲ、想૾をઈするྗの࿈ଓで
した。講ԋ会では、そのશ生 を֔հし、「લാさんは、人生をશྗでӭぎ切った」というݴ༿でకめくくりました。

● 個人情報の取り扱いについて ●
学園同૭会では、ݸ人情報についてҎ下の方でऔりѻいいたします。ᶃ情報のऔりѻいについては๏ྩその他のൣنをݫकしま
す。ᶄ学園同૭会で皆様のݸ人情報をおਘねする際はごࣗの意思でごఏڙくださいますようおئいいたします。ᶅ皆様のݸ人情報
は会報の発行および֤छ行ࣄ等のごҊ、また皆様に࿈བྷをとるඞཁが生じた合Ҏ֎での༻はいたしまͤ ん。

先ճ、ر（のͧみ）ಡऀにΞンケートをとってみた
ところ、ཁが多かったのは「現ࡏの椙山女学園がͲ
うなっているのかりたい」というご意ݟ。そこで今
ճのಛूにしたのですが、ૉらしい情報が大す
ぎてࢴ໘がりないよ͒～ʂよしっ、ಛूϖージを
１ϖージ૿やしちΌえʂʜとなりました。時代とڞ
に発展しଓ͚る学園ですが、人ͮくりこそが教育の
ૅであるという思いはੲも今も変わりまͤんね～。

ըاʢͷͧΈʣಛผر
椙山オリジナルグッズをプレゼント！！

事務局からのお知らせ

ʮ̝ر�߸ʯͷײɾ͝ ҙݟɾ͝ ཁ
˔椙山同窓ੜͰ͜Μͳਓ͕͍Δʂ͜ Μͳใ͕͋Δʂ͜ Μͳا画ΛʂʜͳΜͰ0,

4月18日の会報ҕ員会にて

Ξϯέʔτ
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Ξϯέʔτʹ͑ͨํʹΕͳ͘ ͓Ұਓ༷
�ճݶΓ

ଔ業ੜ
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˞グοζはイϝージͰす。
　品はબまͤΜのͰ
　ྃ͝ঝͩ͘ ͞い。

ʮੀ࢙ྺࢁจԽؗʯからの͝ใࠂ

ॅ所ม更なͲもホームページのϝールリンク͔Β行͑ますのͰ、まͣは͝覧ͩ͘͞い。　http://www.og.sugiyama-u.ac.jp/itogiku/


